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はじめに 

rF -02 Ej をお買い上げいただきまして、まことにあ 
りびとラございます。 

ご使用の前やご利用中に、本書をお読みいただを、正 
しくお使いください。 


操作説明 


クスタートガイド」（冊子） 


画面の表示内容や基本的な機能の操作について説明して 
います。 


「取扱説明書」アプリ （ e トリセツ）（本端末に搭載) 


すべての機能の案内や操作について説明しています。 
〈操作手順 > アプリケーシ ョン メニューで[取扱説日月書] 
^検索ちまを選お 

「取扱説明書」を削除した場合には、円 ay ストアで 
Google Play のサイトにアクセスして再度インストール 
することびでをます。 

〈操作手順〉 アプリケー ショ ンメニューで[円 ay ストア] 
-「取扱説明書」を検索して「取扱説明書」アプ U を還 
択一[インストール] 


「取扱説明書」 （ PDF ファイル) 


すべての機能の案内や操作について説明しています。 
<パソコンか 5> httpy/www.nttdocomo.co.j 日/ 
support/trouble/manual/download/index.html 
※最新情報びダウン□ー ドでをます。 


本書の見かた 


本書においては、 「F-02E」 を「本端末」と表記してい 
ます。 

本書に掲載している画面およびイラストはイメージで 
す。実際の製品とは異なる場合びあります。 

本書は端末色び 「White」、 ホームアプリび rOocomo 
Palette UI」、 きせかえび 「GREEN-BLUE」 の場合で 
説日月しています。 

本書内の r 認証操作」という表記は、機能に応じて暗証 
ま号やパスワードなどを入力する操作、または指紋認証 
を巧う操作を表しています。 

本書の内容の一部、または全部を無断転載することは、 
禁止されています。 

本書の内容やホームページの URL および記載内容は、 
将来予告なしに変更することびあります。 







本巧付属品 


■ F -02 E (保証書付を）■リアカパ ー F 7 巨 




■電池パック F 2 S 


■クイックスタートガイド（本書) 



■ microSD 力ード （2 G 巳)(試供品） 
(取扱説明書付さ） 

□ 

《お買い上げ時にお5かじめ本端ホに 
取り付けられています。 


■アンテナ付イヤホン変換ケープル（試供品） 
(取扱説明書付を） 
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本端ホのご利用について 


本端末は 、 LTE • W-CDMA • GSM/GPRS • 無線 LAN 
方式に对応しています。 

本端末は無線を利巧しているため、トンネル•地下•建 
物の中などで電波の届かない所、屋外でち電波の弱い 
所 、 Xi サービスエ U ア および F 日 MA サービスエ U ア外 
ではご使用になれません。また、高層ビル•マンション 
などの高層階で見晴6しのよい所であってちご使用にな 
れない場合びあります。なお、電波び強<電波げ態 アイ 
コンび4本表示されている状態で、移動せずに使用して 
いる場合でち通話び切れることびありますので、ご了承 
<ださい。 

本端末は電波を利巧している関係上、第兰ちにより通話 
を傍受されるケースちないとはいえません。しかし、 
LTE • W-CDMA • GSM / GPRS 方式では秘話機能をす 
ベての通話について自動的にサポートしますので、第兰 
ちび受信機で傍受したとしても、ただの雑音としか聞を 
取れません。 

本端末は、音声をデジタル信号に変換して無線による通 
信を巧っていることか6、電波状態の悪い所へ移動する 
など、を信されてさたデジタル信号を正確に復元でさな 
い場合には、実際の音声と異なって聞こえる場合びあり 
ます。 

お客様ご自身で本端末に登録された情報内容（連絡先、 
スケジュール、メモなど）は、別にメモを取るなどして 
保管してくださるようお願いします。本端末の故障や修 
理、機種変更やその他の取り扱いなどによって、万び 
一、 登録された情報内容び消失してしまうことびあって 
ち、当社としては責任を負いかねますのであらかじめご 
了ま < ださい。 


• 本端末はパソコンなどと同様に、お客様びインストール 
を巧ラアプ IJ ケーションなどによっては、お客様の端末 
の動作び不安定になったり、お客様の位置情報や本端末 ■ 

に登録された個人情報などびインターネットを経由して ■ 

外部に発信され不正に利巧されたりする可能性びありま 
す。このため、ご利用されるアプ U ケーションなどの巧 
供元および動作状況について十分にご蹈認の上ご利巧く 
ださい。 

• 大切なデータは microSD 力ードおよびパソコンに保を 
することをおすすめします。 

•本端末は、 Xi エ U ア、 F 日 MA プラス エ IJ アおよび 
FOMA ノ、イスピードエリアに対応しております。 

• 本端末は i モードのサイト（番組）への接続、 i アプリ 
などには対応しておりません。 

• 本端未では、ドコモ miniUlM 力ードのみご利巧になれま 
す。ドコモ UIM 力ード、 FOMA 力ードをお持ちの場合 
には、ド〕モショップ窓□にてド〕モ miniUlM 力ードに 
お巧り替えください。 

•本端末では、マナーモード中でち、シャッター音、才一 
トフォーカス □ック音、 セルフタイマーのカウントダウ 
ン音、 Bluetooth Low Energy 設定の Find Me 通知音 
は消音されません。 

• お客様の電話番号（自局電話番号）は次の手順で確認で 
さます。 

アプリケーションメニューで[ド〕モ電話幡一[マイ 
プ□フィール] 

•本端末は、データの同期や最新ソフトウェアバージョン 
をチェックするための通信やヴーノ（一との接続を維持す 
るための通信などを一部自動的に巧う仕様となっていま 
す。また、アプ IJ ケーションのダウン□—ドや動画のネ見 
聴などデータ量の大をい通信を行うと、バケット通信料 
び高額になりますので、パケット定額サービスのご利巧 
を強 < おすすめします。 
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• お客様びご利巧のアプ IJ ケーションやサービスによって 
は、 Wi - 円通信中であってをバケット通信料び発生する 
場合びあります。 

• 本端末のソフトウェアを最新のげ態に更新することびで 
をます。 — P 64 

•端末の品質改善に対応したアップデートや、オペレー 
ティングシステム （0 S ) のバージョンアップを行うこ 
とびあります。バージョンアップ後に、古いバージョン 
で使用していたアプ U ケーションび使えなくなる場合や 
意図しない不具合び発生する場合びあります。 

• microSD 力ードや端末の容量びいっぱいにおい状態の 
ときに、起動中のアプ U ケーションび正常に動作しなく 
なる場合びあります。そのときは保をしているデータを 
削除して < ださい。 

• Google アプ U ケーションおよびサービス内容は 、 mm 
予告な<変更される場合びあります。 

• Goo 邑 le び提供するヴービスについては 、 Google Inc . 
の利巧規約をお読み<ださい。また、そのほかのウェブ 
サービスについては、それぞれの利巧規約をお読みくだ 
さい。 

•万び一紛失した場合は 、 Google I ク、 Gmail 、 
Google 円 ay などの Google サービスや、 Twitter など 
のサービスを他人に利巧されないよラに、バソコンか6 
各種アカウントのパスワードを変更してください。 

•紛失に備え画面□ックのパスワードを設定し、端末のセ 
キュリティを確保してください。 

• sp モード 、 mopera U およびビジネス mopera インター 
ネット ( VPN 設定は PPTP のみに限定）じ(がのプ□バ 
ィダはサボートしておりません。 

• テヴリングのご利巧には、 S 日モードのご契約び必要で 
す。 
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• ご利巧の料金プランにより、テヴリングご利用時のパ 
ケツト通信料び異なります。パケツト定額サービスのご 
利巧を強 < おすすめします。 

• モバキヤスは通信と連携したサービスであるため、サー 
ビスのご利巧にはバケツト通信料び発生します。バケツ 
卜定額サービスの疵入をおすすめします。 

• ご利巧時の料金など詳細については、 http :// 
www . nttdocomo . co . jp / をご覧ください。 


安全上のごを意【必ずお守りくだ 
さい） 


• ご使用の前に、この「安全上のごま意」をよくお読みの 
上、正し<お使い<ださい。また、お読みになった後 
は、大切に保管してください。 

• ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人へ 
の危害、財産への損害を未然に防ぐための内容を記載し 
ていますので、必ずお守 D < ださい。 

•次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使巧をし 
た場合に生じる危害や損害の程度を説日月しています。 


A 危険 

この表示は、取り扱いを誤った場 
合、「死亡または重傷を負ラを険び 
切迫して生じることび想定される」 
内容です。 

A 警告 

この表示は、取り扱いを誤った墙 
合、「死亡または重傷を負ラ可能性 
び想定される」内容です。 









A 注意 


この表示は、取 D 扱いを誤った場 
合、 r 軽傷を負う可能性び想定され 
る場合おぶび物的損害の発生び想定 
される」内容です。 


• 次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説日月してい 
ます。 


禁止 

禁止（してはいけないこと）をおします。 

( S ) 

分留禁止 

分解してはいけないことををず記号です。 

喔） 

水請: n 禁止 

水びかかる場所で使用したり、水に濡らした 
りしてはレけなレことをおす記号です。 

(§) 

濡れ手禁止 

濡れた手で扱ってはいけないことををず記号 
です。 


〇 

指示 

指示に基づく巧為の強制（必ず実行していた 
だくこと）をおします。 

を 

電源フラ 
ブを抜く 

電源プラグをコンセントから扳いていただく 
ことをおす記号です。 


■ r を全上のごミ主意」は次の項目に分けて説明してい 
ます。 

本端末、電池パック、アダプタ、卓上ホルダ、ドコモ 


miniUlM 力ードの取り扱い（共通） . 己 

本端末の取り扱い . 7 

電池パックの取り扱い . 9 

アダプタ、卓上ホルダの取り扱い . 10 

ドコモ miniUlM 力ードの取り扱い . 11 

医用電気機器近くでの取り扱い . 11 

材質一質 . 12 



♦本端末、電池パック、アダプタ、卓上ホル 
ダ、ドコモ miniUlM 力ードの巧り扱い（共 
通） 


A 危険 

ベ、^高ミ届になる場巧（火のそば、暖房器具のそば、 
じソこたつの中、直射日光の当たる場所、炎天下 
禁止 の車内など）で使用、巧管、放置しないでく 
ださい。 

火災、やけど、けがの原因とな D ます。 


Q 電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に 
入れないで<ださい。 

禁止火災、やけど、けび、感電の原因とな D ます。 


(S) 

分解票止 


分解、改造をしないでください。 

火災、やけど、けび、感電の原因とな D ます。 
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水や飲料水、ペットの尿などで濡6さないで 
<ださい。 

水濡れ窺 h 义災、やけど、けび、感電の原因とな D ます。 

防水性能についてはこちらをご参照<ださい。 - P 19 
「巧水/防塵性能」 


〇 本端末に使用ずる電池パックおよびアダプタ 
は、 NTT ドコモが指定したちのを使用してく 
指示 ださい。 

火災、やけど、けび、感電の原因とな D ます。 

A 警告 

Q 強い力や衝撃を与えたり、投げ付けたりしな 
いで < ださい。 

禁止火災、やけど、けび、感電の原因とな D ます。 


/〇.巧電端子やか部接続端子、ステレオイヤホン 
じソ端子に導電性異物（金属片、銘筆のおなど） 
禁止 を接触させないでください。また、内部に入 
れないで < ださい。 

火災、やけど、けび、感電の原因とな D ます。 


/ CN 使用中ゃ巧電中に、布団などで覆ったり、包 
W んだりしないでぐださい。 

禁止火災、やけどの原因となります。 


〇 ガソリンスタンドなど引乂性ガスが発生ずる 
場所に立ち入る場合はおず事前に本端末の霞 
指示 源を切り、巧電をしている場をは中止してく 
ださい。 

ガスに引火する恐れびあります。 

ガソ U ンスタンド構内などでおサイフケータイをご使 
用になる際は必ず事前に電源を切った状態で使用して 
<ださい。 

( NFC / おサイフケータイ□ックを設定されている場 
合には□ックを解除した上で電源をお切 D <ださい） 


〇 使用中、巧電中、保管時に、異臭、発熱、変 
色、をおなど、いままでと異なるとまは、直 
指示ちに次の作業を巧ってください。 

• 電源プラグをコンセントやシガーライターソケット 
か 5 巧く。 

• 本端末の電源を切る。 

• 電巧バックを本端末か 5 取 D かず。 

义災、やけど、けが、感電の原因とな D ます。 

A 注意 

Q ぐらついた台の上や傾いた場所など、不を定 
な場所には置かないでください。 

禁止落下して、けがの原因とな D ます。 


湿気やほこりのをい場所や高ミ届になる場巧に 
W は、保管しないで<ださい。 

禁止火災、やけど、感電の原因とな D ます。 


A 子供が使用ずる場合は、お護者が取り扱いの 
V ち法を教えて<ださい。また、使用中におい 
指示 ても、指示どおりに使用しているかをご確認 
<ださい。 

けびなどの原因とな0ます。 
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か乳幼巧の手の届かない場所に保管してくださ 

指示誤って飲み込んだり、けびなどの原因となつたりしま 
す。 


〇 本端末をアダプタに接続したげ態で長時間連 
続使用される場合には特にごま意ください。 

指示充電しなびらアプ U ケーシヨンや通話、ワンセグ視聴 
などを長時間行うと本端末や電池パック-アダプタの 
温度び高 < なることびあ0ます。 

通度の高い部分に直接長時間幽れるとお客樣の体質や 
巧:調によっては肌にホみやかゆみ、かぶれなどび生じ 
たり、ほミ晶やけどの原因となつたりする恐れびありま 
す。 

♦本端末の取0巧い 


A 警告 

^ホが線ポートを目に向けて送信しないでくだ 

禁止目に悪影響を巧ぼす原因とな D ます。 


Q ホ外線通信使用時に、ホが線ポートをホが線 
装置のついた家電製品などに向けて操作しな 

巧止 し、ブ^ / ド 方,、 

赤外線装置の誤動作により、事故の原因となります。 


Q ライトのを光部を人の目に近づけて点口発光 
させないでください。特に、乳幼児を撮影す 
禁止 るとをは、 ImLU 上離れてください。 

視力障害の原因とな D ます。また、目び< らんだ〇篇 
いたりしてけびなどの事故の原因とな D ます。 


本端末内のドコモ miniUlM 力ードや 
W microSD カード挿入□に水などの液体や金属 m 

禁止 片、燃えやずいものなどの異物を入れないで ■ 

<ださい。 

义が、やけど、けび、感電の原因とな D ます。 


Q 自動車などの運転者に向けてライトを点巧し 
ないでください。 

禁止運転の巧げとな0、事巧の原因とな D ます。 


航空機内や病院など、使用を禁止された区域 
では、本端末の電源を切ってください。 

電デ機器や医用電気傑器に悪影響を及ぼす原因となり 
ます。 

医療機関巧における使用については各医療機関の指示 
に従って < ださい。 

航空機巧での使用などの禁止行為をした場合、法令に 
よ D 罰せられます。 

ただし、電波を出さない設定にすることなどで、機内 
で本端末び使用でさる場合には、航空会社の指示に 
従ってご使用ください。 


〇 八ンズフリーに設定して通話ずる際や、着信 
音が鳴っているとさなどは、必ず本端末を耳 
指示 か5離してください。 

また、イヤホンマイクなどを本端末に装着し、 
ゲームや音楽再生などをする場合は、適度な 
ボリュームに調節してください。 

音量び大定すざると難聴の原因とな D ます。 

また、周囲の音び聞こえにくいと、事がの原因となり 
ます。 


〇 む臓のおいちは、着信バイブレータけ辰動） 
や着信音量の設定にま意してください。 

指示む臓に悪影響を及ぼす原因とな D ます。 
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〇 医用電気機器などを装着している場合は、医 
用電気機器メーカちしくは販売業者に、電液 
指示 による影響についてご確認の上ご使用くださ 
い。 

医用電気機器などに悪影響を及ぼす原因となります。 


高精度な制御や微弱な信号を取り巧ラ電子機 
器の近くでは、本端末の電源を切ってくださ 
い。 

輩デ機器び誤動作するなどの悪影響を及ぼす原因とな 
ります。 

《ごを意いたださたい電子機器の例 

補聴器、植込み型む腐べースメーカおよび植込み型 
除細動器、その他の医巧電気機器、乂災報知器、自 
動ドア、その他の自動制御機器など。 

植込み型む瞬ペースメーカおよび植込み型除細動 
器、その他の医用電気機器をご使用される方は、当 
該のさ医用電気機器メーカをし < は販売業者に電波 
による影響についてご確認ください。 


〇 万が一、ディスプレイ部やカメラのレンズを 
破損した際には、割れたガラスなどの破片や 
指示 露出した本端末の内部にごミ主意ください。 

ディスプレイ部には強化ガラス、カメラのレンスには 
プラスチックパネルを使用し破片び娇款 D にくい構造 
となっておりますび、万び一割れた場合に破損部や露 
出部に触れますと、けびの原因とな D ます。 

A ま意 

Q アンテナ、ストラップなどを持って本端末を 
振り回さないで<ださい。 

禁止本人や他の人に当たり、けびなどの事故の原因とな0 
ます。 
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本端末が破損したまま使用しないでください。 

Iv 义災、やけど、けび、感電の原因とな D ます。 


Q モーシヨンセンサーのご使用にあたっては、 
必ず周囲のを全を確認し、本端末をしっかり 
禁止 と握り、必要!>ソ上に振り回さないでください。 

けびなどの事故の原因とな D ます。 


Q 誤ってディスプレイを破損し、液晶び漏れた 
場合には、顔や手などの皮膚につけないでく 
禁止 ださい。 

失明や巧膚に傷害を起こす原因とな D ます。 

液晶び目や□に入った場合には、すぐにされいな水で 
ない茄し、直ちに医師の診断を受けてください。 

また、皮膚やな類に付着した場合は、すぐにアルコー 
ルなどでなさ取り、石酸で水洗いしてください。 


A 自動車内で使用ずる場合、自動車メーカらし 
V くは販売業をに、電ミ皮による影響についてご 
指示 確認の上ご使用<ださい。 

車種によっては、まれに車載電デ機器に悪影響を及ぼ 
す原因とな D ますので、その場合は直ちに使用を中止 
して < ださい。 


〇 お客様の体質や体調によっては、かゆみ、か 
ぶれ、湿疫などび生じることがありまず。異 
ち示：! 犬が生じた場合は、直ちに使用をやめ、医師 
の診療を受けてぐださい。 

各箇所の材質について一 P 1 2 r 材質一覧」 


〇 ディスプレイを見る際は、十分明るい場所で、 
画面か5ある程度の距離をとってご使用くだ 

ち术さい。 

視力低下の原因とな0ます。 













♦電池パックの巧り巧い 


■電池パックのラベルに記載されている表示によ0、 
電池の種類をご確認ぐださい。 


表示 

電地①種類 

Li-ion 00 

1」チウムイオン電池 


A を険 

/0\端子に針金などの金属類を接軸させないでく 
W ださい。また、金属製ネックレスなどと一緒 
禁止 に持ち運んだり、保管したりしないでくださ 
い。 

電油バックの発火、破裂、発熱、漏液の原因となりま 
す。 


/ CN 電池パックを本端末に取り付けるときは、電 
W 池パックの向をを確かめ、うまく取り付けで 
禁止 きなし觸合は、無理に取り付けないでくださ 
い。 

輩巧パックの発火、破裂、発熱、漏巧の原因となりま 
す。 


/0\ 乂の中に投下しないでください。 

^ V 電巧パックの発义、破裂、発熱、漏巧の原因となりま 
禁止す。 


なを刺したり、八ンマーでのいたり、踏みつ 
W けたりしないでぐださい。 

禁止電巧パックの発乂、破裂、発熱、漏液の原因となりま 
す。 


〇 電池パック内部の液体などび目の中に入った 
ときは、こず6ず、ずぐにをれいな水で洗っ 
指示 た後、直ちに医師の診療を受けてください。 

失明の原因とな0ます。 

A 警告 

ベ、 V 落下による変おや傷などの異常が見日れた場 
W 合は、絶対に使用しないでください。 

禁止電油バックの発火、破裂、発熱、漏巧の原因とな0ま 
す。 


A 電池パックび漏液したり、異臭びしたりずる 
V ときは、直ちに使用をやめて乂気か6遠ざけ 
指示て < ださい。 

漏あした巧術こ引火し、発火、破裂の原因となりま 
ず。 


〇 ぺットが電池/ 〇ックに陋みつかないよラごま 
意ください。 

指示電池バックの発火、破裂、発熱、漏巧の原因となりま 
ず。 

A ま意 

Q —般のゴミと一緒に捨てないでください。 

発乂、環境破壊の原因とな D ます。不要となった電池 
垃 It パックは、端子にテープなどを貼 D 、 絶縁してからド 
コモショップなど窓□にお持ちいただくか、回収を 
斤っている市町村の指示に従ってください。 


Q 濡れた電池パックを使用したりち電したりし 
ないでください。 

禁止電ミ也バックの発火、破裂、発熱、漏’巧の原因とな0ま 
す。 
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〇 電池パック内部の液体などが漏れた場合は、 

顔や手などの皮膚につけないでください。 

指示失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 

液体などび目や□に入った場合や、皮膚や衣類に付着 
した場合は、すぐにをれいな水で洗い流して<ださ 
い。 

また、目や□に入った場合は、洗ミき後直ちに医師の診 
断を受けて < ださい。 


♦アダプタ、卓上ホルダの巧0巧い 


A 警告 

/C、 アダプタのコードが傷んだ5使用しないでく 
W ださぃ。 

禁止火災、やけど、感電の原因とな D ます。 


Q AC アダプタや卓上ホルダは、風呂場などの湿 
気のをい場所では使用しないでください。 

禁止火災、やけど、感電の原因となります。 


Q DC アダプタはマイナスアース車き用です。プ 
ラスアース車には使用しないでください。 

禁止火災、やけど、感電の原因となります。 


/CN 雷が鳴り出した5、アダプタには軸れないで 
W ください。 

禁止感電の原因とな0ます。 


Q コンセントやシガーライターソケットにつな 
いだげ態で巧電端モをショートさせないでく 
禁止 ださい。また、充電端子に手や指など、身体 
の一部を軸れさせないでください。 

火災、やけど、感電の原因とな D ます。 
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アダプタのコードの上に重いものをのせない 
じ^でください。 

禁止义が、やけど、感電の原因となります。 


く、コンセントに AC アダプタを抜き差しすると 
W きは、金属製ストラップなどの金属類を接触 
禁止 させないで < ださい。 

火災、やけど、感電の原因とな D ます。 



濡れた手でアダプタのコード、卓上ホルダ、 
コンセントに牠れないでください。 


萬れ手察止火災、やけど、感電の原因とな D ます。 


〇 指定の電源、電圧で使用してください。 

また、ミ毎かで巧電する場合は、ミ毎かで使用巧 
ち示 能な AC アダプタで充電してください。 

誤った電圧で使用すると乂災、やけど、感電の原因と 
なります。 

AC アダプタ： AC 100 V 

DC アダプタ: DC 12 V - 24 V (マイナスアース車専 
献 

ミ毎外で使用可能な AC アダプタ： AC 100 V 〜24 OV 
(家庭用交流コンセントのみに接続すること） 


A DC アダプタのヒューズが万び一切れた場合 
W は、必ず指定のヒューズを使用してください。 

指示义が、やけど、感電の原因とな D ます。指定ヒューズ 
に閣しては、個別の取扱説明書でご確認ください。 


A 電源プラグについたほこ0は、拭を取ってく 
Vださい。 

指示义災、やけど、感電の原因とな D ます。 


A AC アダプタをコンセントに差し込むときは、 
V確実に差し込んでぐださい。 

指示火災、やけど、感電の原因となります。 
















〇 電源プラグをコンセントやシガーライターソ 
ケットか6巧く場合は、アダプタのコードを 
指示 無理に引っ張6ず、アダプタを持って抜いて 
<ださい。 

火災、やけど、感電の原因とな0ます。 


A 長時間使用しない場合は、電源プラグをコン 
&セントやシガーライターソケットか S 抜いて 

星ぉフラ ください。 

ブを巧ぐ火災、やけど、感電の原因となります。 


C 万が一、水などの液体び入った場合は、直ち 
にコンセントやシガーライターソケットか5 
里 ぉフラ 電源プラグを巧いて<ださい。 

ブを巧< 火災、やけど、感電の原因となります。 


A お手入れの際は、電源プラグをコンセントや 
^シガーライターソケットか6巧いて行ってく 

里お巧 ださい。 

ブ娜ぐ火災、やけど、感電の原因となります。 

♦ ドコモ miniUlM 力ードの取0巧い 


A ま意 

A ドコモ miniUlM 力ードを取りがす際は切断面 
V にごま意ください。 

指ホけびの原因とな D ます。 

♦ 医巧電気機器近くでの取0巧い 


■ 本記載の内容は「医用電気機器への電波の影響を 
防止ずるための携帯電話端末等の使用に関ずる指 
針」（電巧環境協議を）に準ずる。 


A 警告 

医療機関の屋内では巧のことを守って使用し ■ 

てくださぃ。 

•手術室、集中を療室（に U )、 冠状動脈疾患監視病室 
( CCU ) には本端末を持ち込まないでください。 

• 病棟巧では、本端末の電源を切って<ださい。 

• □ビーなどであってを付近に医用電気儀器びある場 
合は、本端末の電源を切ってください。 

• 医療機関び個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場 
巧を定めている場合は、その医療機関の指示に従つ 
て < ださい。 


〇 満員電車の中など混雑した場所では、付近に 
植込み型;じ臓ペースメーカおよび植込み型除 
ち示 細動器を装着しているちびいる可能性びあり 
ますので、本端末の電源を切ってください。 

電放によ D 植込み型む瞬ペースメーカおよび植込み型 
除細動器の作動に悪影響を及ぼす原因とな0ます。 


〇 植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型除 
細動器などの医用電気機器を装着されている 
ち示場合は、装着部か5本端末は 22 cmlU 上離し 
て巧行および使用して < ださい。 

電波によ D 医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす原因 
となります。 


〇 自宅療養などにより医療機関のかで、植込み 
型む臓ペースメーカおよび植込み型除細動器 
指示 1 U かの医用電気機器を使用される場合には、 
電波による影響について個別に医用電気機器 
メーカなどにご確認ください。 

電液によ D 医用電気傑器の作動に悪影響を及ぼす原因 
となります。 
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♦巧質一覧 


使用箇所 

巧質/表面処理 

ディスプレイバネル 

強化ガラス/ AF コーテイング 

外装ヶース 

デイスプレ 
イ側 

PA 樹脂/アク1」ル系 UV 硬化 
塗装処理 

電池装着 
側、周辺 
パーツ 、 U 
アカバー 

PC 樹脂/アク U ル系 UV 硬化 
塗装処理 

TV/FM 卜 
ランス云ッ 
タアン了ナ 

先端部 

PC 樹脂/アク U ル系 UV 硬化 
塗装処理 

バイプ部 

ステンレス鋼 

根元屈曲 
部、根元回 
乾部让 
側） 

ステンレス鋼/ニッケルメッ 
キ 

根元回転部 
(下側） 

亜鉛/ニッケルタッキ 

ストラップピン 

ステンレス鋼/ニッケルメッ 
キ 

レシーババネル、アウ h 
力;< ラバネル 

アク U J レ樹脂/ UV ； v — ドコー 
h 

ライトレンズ部 

PC 樹脂 

電源キー、音量キー 

PC 樹脂/アク1」ル系 UV 硬化 
塗装処理 


使用箇所 

巧質/表面処理 

列部接続端モキャップ 

PC 樹脂+ポ IJ エステル系エラ 
ストマー樹脂/アク U J レ系 U V 
硬化塗装処理 

ステレオイヤホン端モ 

PA 樹脂 

指紋セン 

サー 

センサー部 

エポキシ樹脂 

外周 

ステンレス鋼/チタンコー 
ティング 

充電端モ 

LCP 樹脂+ステンレス鋼/金 
メツキ 

電池パック 
F 28 

本体 

PC 樹脂 

ラベル 

PET / 黒色印刷文字 

端子部 

銅/金メツキ 


■卓上ホルダ F 3 己 


使用簡巧 

巧質/表面処理 

本体ケース 

A 日 S 樹脂 

レバー 

POM 樹脂 

ゴム足 

シ U コンゴム 

接点バネ 

1」ン青銅/金^ッキ 

列部接続端モ 

ステンレス鋼/鏡（スズ） 

メッキ 
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取日巧い上のごミ主意 


♦共通のお願い 


• F -02 E は防水/防塵性能を有しておりまずが、本端末巧 

部に水や粉塵を侵入させたり、付属品、オプション品に 

水や粉塵を付着さだたりしないでください。 

•電池パック、アダプタ、卓上ホルダ、ドコモ miniUlM 
力ードは防水/防塵性能を有しておりません。風呂場 
などの湿気のをレ場所でのご使用や、雨などびかかる 
ことはおやめ<ださい。また身に付けている場合、汗 
による湿気によ0内部び腐食し故障の原因とな0ます。 
調査の結果、これ6の水濡れにぶる故障と判明した場 
合、保証対象がとな D 修理でさないことびあ0ますの 
で、あらかじめご了承<ださい。なお、保証対象がで 
すので修理を実施でをる場合でち有料修理とな D ます。 

• お手入れは乾いた柔6かい巧（めびね巧をなど）で巧い 

て < ださい。 

•乾いた巧などで強<擦ると、ディスプレイに傷びつく 
場合びあ0ます。 

-ディスプレイに水滴や巧れなどび付着したまま放置す 
ると、シミになることびあります。 

•アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで巧<と、 
印刷び消えた0、色びあせた0することびあ0ます。 

• 端子は時々乾いた綿棒などで清掃してください。 

-端テび巧れていると接軸び悪<な0、電源び切れた0 
充電不十分の原因となった0しますので、端テを乾い 
た綿棒などで巧いて < ださい。 

また、清掃する際には端テの破損に十分ご注意<ださ 
し、。 


• エアコンののき出し□の近くに置かないでください。 

•急激な温度の変化によ D 結露し、内部び腐食し故障の 
原因とな0ます。 

• 本端末や電池パックなどに無理な力びかか6ないように 
使用してください。 

•を<のちのび詰まった荷物の中に入れた D 、 巧類のポ 
ケッ h に入れて座った0するとディスプレイ、内部基 
板、電池バックなどの破損、故障の原因とな D ます。 
また、外部接続機器を外部接続端テやステレオイヤホ 
ン端テに差した状態の場合、コネクタ破損、故障の原 
因とな0ます。 

• ディスプレイは金属などで擦ったり引っかいたりしない 
で < ださい。 

•傷つ<ことびあ0、故障、破損の原因とな0ます。 

• オプション品に添付されている個別の取扱説明書をよく 
お読みください。 

♦ 本端末についてのお願い 



• タッチパネルのき面を強く巧したり、 m やポールペン、 
ピンなど巧の尖ったをので操作したりしないでくださ 
い。 

-タッチパネルび破損する原因とな D ます。 

•極端な高温、ほ温は避けてください。 

•温度は己で〜4日で（ただし、3日’ CULb は風呂場など 
での一時的な使用に限る）、湿度は4已％〜8己〇/〇の範 
囲で六使用/ド *1 、 

• 一般の 電話機 やテレビ-ラジオなどをお使いになってい 
る近くで使用ずると、悪影響を及ぼず原因となりまずの 
で、なるべく離れた場所でご巧用ください。 
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• お客様ご自身で本端末に登録された情報の留ま、別にメ 
モを取るなどして巧管してくださるようお願いしまず。 

-万び一登録された情報内容び消失してしまラことび 
あってち、当社としては責任を負いかねますのであら 
かじめご了承 < ださい。 

•本端末を這としたり、衝撃をちえたりしないでくださ 
い。 

•故障、破損の原因とな0ます。 

• パ部接続端子やステレオイヤホン端子にパ部接続機器を 
接続ずる瞭に斜めに是したり、差したげ態で引っ張った 
0しないで < ださい。 

•故障、破損の原因とな D ます。 

•使用中、巧電中、本端末は温かくなりまずび、異常では 
ちりません。そのままご使用<ださい。 

• カメラを直射日光の当たる場所に放置しないでくださ 
い。 

-素テの退色-焼付をを起こす場合びあ D ます。 

• 通常は外部接続端モキ ヤッ プを閉じたげ態でご使用くだ 
さい。 

•ほこ0、水などび入0故障の原因とな0ます。 

• リアカパーをがしたまま使用しないでください。 

•電池パックびがれた0、故障、破損の原因となった D 
します。 

• 指紋センサーに強い衝撃をちえたり、表面に傷をつけた 
0しないで < ださい。 

•指紋センサーの故障の原因となるだけでな<、認証操 
作びでさな < なる場合びあ0ます。 

• 指紋センサーは乾いた柔6かい巧（めびね拭きなど）で 
清掃して < ださい。 

-指紋センサーび巧れていた D 表面に水分び付着してい 
た D すると、指紋の読み取0びでさな<な D 、 認証性 
能の低下や誤動作の原因とな D ます。 
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• microSD 力ードの使用中は、 microSD 力ードを取りか 
したり、本端ホの電源を切ったりしないでください。 

•データの消失、故障の原因とな0ます。 

• 磁気 カー ドなどを本端末に近づけないでください。 
.キャッシュ カード、クレジットカード、テレホンカー 
ド、 フ □ッ ピーディスクなどの磁気データび消えてし 
まラことびあります。 

• 本端末に磁気を帯びたをのを近づけないでください。 

-強い磁気を近づけると誤動作の原因となります。 

♦ 電池パックについてのお願い 


• 電池パックは消耗品でず。 

•使用状態などによって異な0ますび、十分に充電して 
ち使用時間び極端に短<なったとさは電池パックの交 
換時期です。指定の新しい電池バックをお買いホめ< 
ださい。 

• 巧電は、適正な周囲温度（己で〜 3 已で）の場巧で行っ 
て < ださい。 

• 電池パックの使用時間は、使用環境や電池パックの劣化 
度により異なりまず。 

• 電池パックの使用ま件により、寿命び近づくにつれて電 
池八’ックぴ膨れる場合がちりまずが問題ちりません。 

• 電池パックを保管される場合は、次の点にご注意くださ 
い。 

•フル充電状態（充電完了後すぐの状態）での保管 
-電池残量なしの状態（本体の電源び入6ない程消費し 
ている状態）での保管 

電池パックの1ホ能や寿命を低下させる原因となります。 
保管に適した電池残量は、目まとして電池残量び4日 
パーセン ト 程度の巧態をお勧めします。 




♦アダプタについてのお願い 


• 巧電は、適正な周囲温度（已で〜3已で）の場巧で行っ 
て < ださい。 

•次のような場所では、巧電しないでください。 

•湿気、ほこ0、振動のをい場所 
-一般の電話機やテレビ-ラジオなどの近く 
•巧電中、アダプタが温かくなることがありまずび、異常 
ではち0まだん。そのままご使用 < ださい。 

• DC アダプタを使用して巧電ずる場合は、自動車のエン 
ジンを切ったまま使用しないでぐださい。 

-自動車のバッテ U —を消耗させる原因とな0ます。 
•巧け防止機構のちるコンセントをご使用の場合、そのコ 
ンセントの巧扱説明書に従ってください。 

•強い衝撃をちえないでください。また、巧電端子を変お 
させないで < ださい。 

-故障の原因とな0ます。 

♦ ドコモ miniUlM 力ードについてのお願い 


• ドコモ miniUlM 力ードの取り付け/取りかしには、お 
要む上に力を入れないでください。 

• 他のに力ードリーダー/ライターなどにドコモ 
miniUlM 力ードを挿入して使用した結果としてが障した 
場合は、お客様の責任となりまずので、ご注意くださ 
い。 

• に部分はいつををれいな状態でご使用ください。 

• お手入れは、乾いた柔5かいな（ゆがね巧きなど）で巧 
いて < ださい。 


• お客様ご自身でドコモ miniUlM 力ードに登録された情 
報内容は、別にメモを取るなどして巧管して<ださるよ 
ラお願いしまず。 

-万び一登録された情報内容び消失してしまラことび 
あってち、当社としては責任を負いかねますのであ6 
かじめご了承 < ださい。 

• 環境な全のため、不夏になったドコモ miniUlM カード 
はドコモシヨップなど窓□にお持ちください。 

• にを傷つけたり、不巧意に触れたり、シヨートさせたり 
しないで < ださい。 

•データの消失、故障の原因とな0ます。 

• ドコモ miniUlM 力ードを落としたり、衝撃をちえたり 
しないで < ださい。 

-故障の原因とな0ます。 

• ドコモ miniUlM 力ードを巧げたり、重いものをのせた 
0しないでぐださい。 

•故障の原因とな D ます。 

• ドコモ miniUlM 力ードにラベルやシールなどを P ぶった 
：! 犬態で、本端末に巧り付けないでください。 

-故障の原因とな0ます。 
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♦ Bluetooth 機能をほ用する場合のお願い 

• 本端末は、 Bluetooth 機能を怯用した通信時のセキュリ 
ティとして、 Bluetooth 標準規樹〔準拠したセキュリ 
ティ機能に巧応しておりまずび、設定内容などによって 
セキュリティび十分でない場合びちりまず。 Bluetooth 
機能を使用した通信を巧う隱にはご注意ください。 

• 团 uetooth 機能を使巧した通信時にデータゃ情巧の 漏ミ ま 
び発生しましてを、責任を負いかねまずので、ち5かじ 
めご了承ください。 

• 周液数帯について 

本端末の Bluetooth 機能び使用する周波数帯は次のとお 
りでず。 

①風感 

2.4 FH / XX 1 


瘦 

CD 2.4 : 2400 MHz 帯を德巧する無線設備を表しまず。 
(D FH/XX :変調方式び FH - SS 方式およびその他の方式 
( DS - SS 方式/ DS - FH 方式/ FH -0 FDM 複合ち式/ 
OFDM ち式じ(外）であることを示します。 

CD 1_：想定される与干渉距離び] Om 凹下であることを 
术します。 

④ [ ~ I ~ J — ~ I : 2400 MHz 〜2483.已 MHz の全帯域 
を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避不可で 
あることを意味します。 

利巧可能なチヤンネルは国により異なります。 

ご利用の国によっては 目 luetooth の使用び制限されてい 
る場合びあります。その国/姑域の法規制などの条件を 
確認の上、ご利巧 < ださい。 

航空機内の使巧は、事前に各航空会社へご確認くださ 
い。 
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11 d 

Bluetooth 機器使苗上の注意事巧 

本端末の使巧周波数帯では、電子レンジなどの家電製 
品や産業-科学-医療用機器のほか、工場の製造ライ 
ンなどで使用される免許を要する移動体識別用構内無 
線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア 
無線局など（な下 r 他の無線局」と略します）び運巧 
されています。 

1. 本端末を使用する前に、近くで「他の巧線局」び運 
用されていないことを確認してください。 

2. 万び 一、 本端末と r 他の無線局」との間に電波干渉 
び発生した場合には、速やかに使用場所を変える 
か、「電源を切る」など電波干渉を避けてください。 

3. その他、ご不明な点につをましては、本書巻末の 

r 総合お問い合わせ先」までお問い合わせ< ださい。 

n n 

♦お線 LAN ( WLAN ) についてのお願い 

•無線 LAN (WLAN) は、 電 巧を利用して情報のやり取 
りを行ラため、電液の届く範囲でちれば自由に LAN 接 
続できる利点がちりまず。その反面、セキュリティの設 
定を巧っていないときは、悪意ちる第二者に通信内容を 
をみ見5れたり、不正に侵入されてしまう可能性びちり 
まず。お客様の判断と責任において、セキュリティの設 
定を巧い、使用ずることを巧裝しまず。 














• 無線 LAN に：:)いて 

電気製品 • AV • 0 A 機器などの磁気を帯びているところ 
や電磁波び発生しているところで使用しないで<ださ 
し、。 

-磁気や電気雑音の影響を受けると雑音び大さ<なった 
0、通信びでさな<なることびあ0ます（特に電子レ 
ンジ使用時には影響を受けることびあ0ます)。 

-テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となった 
り、テレビ画面び乱れることびあります。 

•近くに複数の無線 LAN アクセスポイントびを在し、同 
じチャンネルを使用していると、正し<検索でをない 
場合びあ0ます。 

• 周 液数帯について 

WLAN 搭載機器び使巧する周波数帯は、本端末本体の電 
池バック巧入部に記載されています。ラベルの見かたは 
次のとおりです。 


__①感_感® 

2.4 DS /0 F 4 


感 

① 2.4 : 2400 MHz 帯を德巧する無線設備を表しまず。 
③ DS :変調方式び DS-SS ち式であることを示します。 
③ OF :変調方式び日 FDM 方式であることを示します。 

(4) 4 :想定される与干渉距誦び 4 C)mU 下であることを 
术します。 

(5) \ II II I ： 2400 MHz 〜2483.已 MHz の全帯域 
を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避可能で 
あることを意味します。 

本端末に内蔵の無線 LAN を已 .2/ 已 .3 GHz でご使用にな 
る攝合、電波まの定めにより屋外ではご利用になれませ 
ん。 


利用可能なチヤンネルは国により異なります。 WLAN を 
ミ毎がで利用する場合は、その国の使用可能周波数、法規 
制などの条件を確認の上、ご利用ください。 

航空機内の使巧は、き前に各航空会社へご確認くださ 
い。 



li U 

2.4GHz 機器使用上のを意事項 

WLAN 搭載機器の周波数帯では、電子レンジなどの家 

電製品や産業-科学-医療巧機器のほか工場の製造ラ 

インなどで使巧されている移動体識別巧の構内無線局 

(免許を要する巧線局）および特定か電力巧線局（免 

許を要しない無線局）ならびにアマチュア無線局（免 

許を票する無線局）び運巧されています。 

1. この機器を使巧する前に、近くで移動体識別用の構 
内無線局および特定か電力巧線局ならびにアマチュ 
ア巧線局び運用されていないことを確認してくださ 
い。 

2. 万び 一、 この機器から移動体識別用の構内無線局に 
対して有害な電波干渉の事例び発生した場合には、 
速やかに使用周波数を変更するかご利用を中断して 
いただいた上で、本書巻末の「総合お問い合わせ 
先」までお問い合わせいただを、混信回避のための 
処置など（例えば、パーティションの設置など）に 
ついてご相談 < ださい。 

3. その他、この機器から移動体識別用の特定か電力巧 
線局あるいはアマチュア巧線局に巧して電波干渉の 
事例び発生した場合など何かお困りのことび起さた 
ときは、本書巻末の「総合お問い合わせ先」までお 
問いをわせください。 

已 GHz 機器博巧上のま意事堤 

本端末び曰本で使用できるチヤンネルま号と周波数は 

次のとおりです。 
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已 .2GHz 帯 

チヤンネルま号 （Ch) 

周波数 (MHz) 

36 

己,180 

40 

己,200 

44 

己.220 

48 

己.240 


已 .3GHz 帯 


チヤンネル番号 CCh) 

周波数 (MHz) 

已 2 

已 ,2 己 0 

已巨 

已 ,2 呂〇 

60 

已 ,300 

64 

己, 320 


已.白 GHz 帯 


チヤンネル番号 CCh) 

周波な (MHz) 

100 

已，已 00 

104 

己,已 20 

108 

已，已 40 

112 

已，已巳 0 

116 

已，已 80 

120 

已.己 00 

124 

己.曰 20 

128 

已，白 40 

132 

已，白巳 0 

13 已 

己,己呂〇 

140 

己’ 700 


n - n 
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♦ FeHCa り"-ダー/ライターについて 


• 本端末の Fel に a リーダー/ライター機能は、無線局の 
巧許を要しない糊弱電液を使用していまず。 

• 使用周波数は13.56 MHz 帯です。周囲で他のリーダー 
/ライターをご使用の場合、十分に離してお使いくださ 
し、。また、他の同一周液数帯を使用の無線局び近くにな 
いことを確認してお使いください。 

♦ FM トランスミッタについて 


•本端末の FM トランス S ッタ機能は、無線局の巧許を要 
しない糊弱電液を使用していまず。 

• 使用周波数は 78.4 〜 89.6MHz 帯でず。ご使用①隱は、 
周囲の FM ラジオ使用ちへの影馨を避けるため、ご使巧 
の地域の FM 放を局と重な6ない周波数に設定してぐだ 
さい。 

♦ミ主意 


• 改造された端末は絶巧に使用しないでくださし1。改造し 
た機器を使用した場合は電液法に巧軸しまず。 

本端末は、電波法に基づく特定無線設備の技術基準適合 
証日月などを受けており、その証として「技適マーク奠」 
び本端末の銘版シールに表示されております。 

本端末のネジをかして内部の改造を斤った場合、技術基 
準適合証日月などび無効となります。 

技術基準適合証日月などび無効となった状態で使巧する 
と、電波法に抵触しますので、絶対に使巧されないよう 
にお願いいたします。 

• 自動車などを運乾中の使用にはご ミ 主意ください。 

運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の対象と 
なります。 

ただし、傷病ちの救護または公共の安全の維持など、や 
むを得ない場合は対象がとなります。 




































• FeNCaU —ダー/ライター機能は曰本国ので使届して 
<ださい。 

本端末の Fel に aU — ダー/ライター機能は日本国内での 
無線規格に準拠しています。 

海がでご使用になると罰せられることびあります。 

• FM トランスミッタは日本国内で使巧してください。 

本端末の FM h ランス S ッタは曰本国内での無線規格に 
準拠し認定を取得しています。 

ミ毎かでご使巧になると罰せられることびあります。 

• 基本ソフトウェアを不正に変更しないでください。 
ソフトウェアの改造とみなしが障修理をお断りする場合 
びあります。 


防水/巧塵性能 


F-02E は、パ部接続端モキャップをしっかりと閉じ、リア 
カバーを確実に取り付けた状態で、 IPX 已*1、 IPXS&2 
①防水性能、 IP 日X* 3 の防塵性能を有しています。 

IPX 己とは、内径日. 3 mm のま水ノズルを使用し、約 
3 m の距離から1 2.5 L / 分の水を最低3分間を水する 
条件であ6ゆる方向か6噴流を当ててち、電話機と 
しての機能を有することを意味します。 

《2 F -02 E における IPX 8 とは、常温で水道水、かつ静水 
の水深1.己 m の所に F -02 E を静かになめ、約30分間 
放置後に取り出したときに電話機としての機能を有 
することを意味します。（水中においてカメラ機能は 
使巧でをません。） 

《3 IP 己 X とは、保護度合いを指し、直径7已 ymW 下の 
塵埃（じんあい）び入った装置に電話機を8時間入れ 
てかくはんさせ、取り出したとさに電話機の機能を 
有し、かつま全を維持することを意味します。 


❖ F -02 E び有する防水 I 性能ででまること 


• 1 時間の雨量び 20 mm 程度の雨の中で、傘をさをずに 

通話やワンセグ視聴びでをまず。 

-手び濡れているとさや端末に水滴びついているとをに 
は、 U アカバーの取 D 付け/取0がし、外部接続端テ 
キャップの開閉はしないでください。 

• 水誤1.已 m のプールの中にミ尤めることびでをます。 

-水中で操作しないで<ださい。 

-フールの水に浸けるとさは、30分 iU 内としてくださ 
い。 

-フールの 水びかかった0、 プールの 水に浸けた0した 
場合は、所定の方法（一 P 22) で洗い流してくださ 
い。 

-湯船には浸けないで<ださい。また、お漏の中で使用 
しないで<ださい。故障の原因とな0ます。万が一、 
湯船に落としてしまった場合には、すぐに拾って所定 
のち法（一 P 22) で水巧きしてください。 

•温泉や石酸、洗剤、入お剤の入った水には絶巧に浸け 
ないで < ださし、。 

でが一' 水道水 L ソ外び付着してしまった場合は、所定 
の方法卜 P 22) で洗い流してください。 

•風呂場では、温度は已て:〜4己で、湿度は4已％〜9日 
%、使用時間は2時間け内の範囲でご使用ください。 

-急激な温度変化は結露の原因とな D ます。寒いところ 
か6暖かい風呂などに本端末を持ち込むときは、本端 
末び常温になるまで待って<ださい。 

•蛇□やシャワーか6水やお湯などをかけないでくださ 
し、。 
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♦防水防塵性能を維持するために 


水や粉塵の侵入を防ぐために、必ず巧の点を守ってくださ 
い。 

• 常温の水道水！;(がの液体をかけたり、浸けたりしないで 
<ださい。 

• 外部接続端子を使巧するとをには、次の図に示す S ゾに 
指先を掛けてキャップを開けてください。 



また、外部接続端テの使用後は次の図に示すち向に 
キャップを閉じ、ツメを巧し込んでキャップの浮をびな 
いことを確認して < ださい。 



• U アカバーの取り付けかたは、「電池パックの巧り付け 
/取 D がし」の「■取 D 付けかた」内で説日月していま 
す。一 P 2 呂 

• U アカバーは浮さびないよラに確実に取り付け、が部接 
続端テキャップはしっかりと閉じてください。接触面に 
微細なゴ S (髪の毛1本、砂粒！つ、微細な繊維など） 
び挟まると、浸水の原因となりまず。 
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•ステレオイヤホン端テ、送話 □/ マイク、受話□、ス 
ピーカー、温度•湿度センサーなどを尖ったものでつつ 
かないで < ださい。 

• 落下させないで<ださい。傷の発生などにより防水/防 
塵性能の奚化をお < ことびあります。 

•外部接続端テキャップ、 IJ アカバー裏面の3ムパッキン 
は防水/防塵性能を維持する上で重要な役割を担ってい 
ます。 U アカバーをねじるなどして変形させたり、ゴム 
パッキンをはびしたり傷つけたりしないで<ださい。ま 
た、ゴ S び付着しないよラにしてください。 


防水/防塵性能を維持するため、異常の有無に関わら 
ず、2年に1回、部品の交換をおすすめします。部品 
の交換は端末をお預かりして有料にてまります。ドコ 
モ指定の故障取扱窓□にお持ち <ださい。 


リ 


リ 



















♦ ごほ用におたつてのを意事項 


巧のイラストで表すよろな行為は行わないでください。 



強すざる水流を 海水につける 温泉で巧5 


当てる 

また、巧の注意事堤を守って正しくお博いぐださい。 

• 付属品、オプション品は防水/防産性能を有していませ 
ん。付属の卓上ホルダに端末を差し込んだ巧態でワンセ 
グ視聴などをする場合、 AC アダプタを接続していない 
が態でち、風呂場、シャワー室、台所、洗面所などの水 
周りでは使用しないで < ださい。 

•規定（一 P 19) しソ上の強い水流（例えば、蛇□やシャ 
ワーから肌に当てて痛みを感じるほどの強さの水流）を 
直接当てないで<ださい。 F - 日2曰ま IPX 已の防水性能を 
有していますび、内部に水び入り、感電や電池の腐食な 
どの原因となります。 

•万び 一、 塩水やミ毎水、清涼飲料水びかかったり、ミ尼や± 
などび付着したりした場合には、すぐに巧い流してくだ 
さい。乾燥して固まると、巧れび落ちにくくなり、傷や 
故障の原因となります。 

•熱湯に浸けたり、サウナで使用したり、温風（ドライ 
ヤーなど）を当てたりしないで<ださい。 


• 本端末を水中で移動させたり、水面に DP きつけたりしな 
いで < ださい。 

• 水道水やプールの水に浸けるとさは、30分しソ内として 
<ださい。 

• プールで使巧するとをは、その施設の規則を守って、使 
用して < ださい。 

• 本端末は水に浮きません。 

• 水滴び付着したまま放置しないでください。電源端テび 
ショートしたり、寒を地では凍結したりして、故障の原 
因となります。 

•ステレオイヤホン端テ、送話 □/ マイク、受話□、ス 
ピーカーに水滴を残さないで<ださい。通話不良となる 
恐れびあります。 

• 温度-湿度センサー付近に水滴を残さないでください。 
温度と湿度び正確に測定できない恐れびあります。 

• U アカバーび破損した場合は、 IJ アカバーを交換して< 
ださい。破損箇所から内部に水び入り、感電や電池の腐 
食などの故障の原因となります。 

• 外部接続端テキ ャッ プや U アカバーび開いているげ態で 
水などの液体びかかった場合、内部に液体び入り、感電 
や故障の原因となります。そのまま使巧せずに電源を切 
り、電池パックをかしたげ態でドコモ指定の故障取扱窓 
□へご連絡ください。 

• 外部接続端テキャップや IJ アカバー裏面の3ムパッキン 
び傷ついたり、変形したりした場合は、ドコモ指定の巧 
障取巧窓□にてお取曾えください。 



D d 

実際の使用にあたって、すべての状況での動作を保証 
するちのではありません。また、調査の結果、お客様 
の取り扱いの不備による故障と判日月した場合、保証の 
対象かとなります。 


D ： 


リ 
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♦本端末の洗いかた 


が部接続端テキ ヤツ フび開かないように押さえたまま、強 
くこず6ず水道水で手洗いしてください。 



•規定（一 P 19) しソ上の強い水流（例えば、蛇□やシヤ 
ワーから肌に当てて痛みを感じるほどの強さの水流）を 
直接当てないで < ださい。 

• U アカバーを確実に取 D 付けたげ態で、外部接続端子 
キヤップび開かないよラに押さえたまま、強<こすらず 
常温の水道水で手洗いして < ださい。 

•ブラシやスポンジ、石験、巧剤などは使巧しないで<だ 
ごい。 

• ミ尼や±び付着している場合は操作をせず、まず洗面器な 
どに溜めた水道水の中で数回ゆすって巧れを落としてか 
6、流水で巧い流してください。 

• 巧い流した後は表面を乾いた布でよくないて、次の方法 
で水抜さを行った後、自然乾燥させて<ださい。 
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♦水巧をについて 


本端末を水に濡 S ずと、拭を取れなかった水び後か6漏れ 
てくることびありまずので、次の手順で水巧をを巧ってく 
ださい。 

①本端末をしっかりと持ち、表面、裏面を乾いた清潔な 
巧などでよく巧を取ってください。 



感本端末をしっかりと持ち、20回程度水滴び測ずなくな 
るまで振ってください。 










③ ステレオイヤホン端子、送話口/マイク、受話口、ス 
ピーカー、キー、 TV/FM トランス5ッタアンテナ、 
巧電端子などの隙間に酒まった水は、乾いた清潔な巧 
などに本端末を10回程度振るように巧し当てて巧き 
取ってください。 



④本端末か6出てをた水分を乾いた清潔な巧などで十分 
になを取り、自然乾燥させてください。 

• 水をなさ取った後に本体内部に水滴び残っている場 
合は、水び染み出ることびあります。 

• 隙間に溜まった水を綿棒などで直接おさ取らないで 
<ださい。 


♦巧電のとをには 


巧電际および巧電後には、必ず巧の点を確認してくださ 

い。 

• 巧電時は、本端末び濡れていないか確認してくだごい。 
本端末び濡れている状態では、絶対に巧電しないでくだ 
さい。 

• 付属品、オプション品は防水/防塵‘性能を有していませ 

• 本端末び濡れている場合や水に濡れた後に巧電する場合 
は、よく水抜きをして乾いた清潔な布などで水を巧き 
取ってから、付属の卓上ホルダに差し込んだり、外部接 
続端子キャップを開いたりして<ださい。 

• 外部接続端テキャップを開いて巧電した場合には、巧電 
後はしっかりとキャップを閉じて<ださい。なお、が部 
接続端テからの水や粉塵の侵入を防ぐため、卓上ホルダ 
を使用して巧電することをおすすめします。 

• AC アダプタ、卓上ホルダは、風呂場、シャワー室、台 
所、洗面所などの水周りや水のかかる場所で使用しない 
で<ださい。火災や感電の原因となります。 

• 濡れた手で AC アダプタ、卓上ホルダに触れないでくだ 
さい。感電の原因となります。 
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〈各部の機能〉 

〇外部接続端子 （ MHL 兼用） 

アンテナ付イヤホン変換ケーブル（試供品）などの接 
続 

《 HDMI ケープル（市販品）を接続するには 、 HDMI 
変換ケープル L 01 相り売）または HDMI 変換ケーブ 
ル SC 日1(別売）び必要です。 

©ステレオイヤホン端子（防水） 

※ステレオイヤホンのプラグを差し込むとイヤホン接 
続時マイク選択画面び表示されます。 

包 TV / FM トランス5ツタアンテナ 

《ワンセグ視聴/モバキャス視聴/ FM トランスミッタ 
出力時に伸ばします。 

〇近接センヴー 

通話中にタッチノてネルの誤動作を防ぐ 
《お接センサー部分に保護シートやシールなどを貼り 
付けると、誤動作する場合びあります。 

©お知 S せ LED 

※点灯/点滅色は、設定やアプ U ケーシヨンによって 
異なります。 

0受話口 

〇円65センヴー 

周囲の光の状態や明るさを検知して、ディスプレイの 
色味やバックライトの明るさを自動調節 
※ふさぐと、正しく検知されない場合びあります。 

©インカメラ 

包ディスフレイ（タッチパネル） 
















































⑩ Xi/FOMA アンテナ部 

※アンテナは本体に内蔵されています。手で覆うと品 
質に影響を及ぼす場合びあります。 

《 IJ アカバーを取りがすと、音量 キー 横側のアンテナ 
部に防水とアンテナの1ホ能を維持するためのシート 
び貼り付けられています。シートを傷つけたりはび 
したりしないでください。 

のち話口/マイク 

《ご使巧時にふさびないよラご注意<ださい。 

⑩温度•湿度センサー 

※ふごぐと、正し<検知されない場合びあります。 

⑩用 マー ク 

に力ードの搭載 

《ぷマークを読み取り機にかざしておサイフケータイ 
を利用したり、 NFC モジュールび内蔵された機器な 
ど対向機にかざして通信したりできます。 

⑩'赤外線ポート 

瓜アウトカメラ 

⑩ GPS/Bluetooth/Wi- 円アンテナ部 

※アンテナは本体に内蔵されています。手で覆うと品 
質に影響を及ぼす場合びあります。 

のカメラライト（フラッシュ） 

⑩指紋センサー 

指をスライドさせる：指紋認証、□ック画面解除 

巧す：スリープモードの設定/解除 

⑩リアカパ— 

※リアカバーをがして電池パックを取りがすと、ドコ 
モ miniUlM 力ードス□ットと microSD 力ードス□ッ 
卜びあります。 

※リアカバーの裏面には、防水/防塵のためのコ i ム 
バッキンびついています。 

⑩ スピーカー 

ゆ巧電端子 


©ストラッフホール 

U アカバーを一旦取り外すと、ストラップび取り付け 
やすくなります。ストラップを取り付けたをは、リア 
カバーを確実に巧り付けてください。防水/防塵せ能 
を維持するため、ストラップび U アカバーに挟まって 
いないことをご確認ください。 

《 「 U アカバーの巧り付け/取りがし」について一 
P 2 白 

〈キーの機能> 

田 音量キー囚田 

押す：各種機能の音量の調節 

因を1秒 iU 上巧す：マナーモードの設定/解除 

且 電源キー回 

押す：スリープモードの設定/解除 

長く押す：電源を入れる/切る、再起動、公共モード、 

機内モード、マナーモードの設定/解除 



ドコモ miniUlM 力ード 


ドコモ miniUlM 力ードとは、電話番号などのお客樣情報 
が記録されているにカードでず。 

• 本端末ではドコモ miniUlM 力ードのみご利用できます。 
ドコモ UIM 力ード、 FOMA カードをお持ちの場合には、 
ドコモ ショップ 窓□にてお取り替えください。 

• ドコモ miniUlM 力ードび本端末に取り付けられていない 
と、一部の機能を利巧することびでさません。 

• ドコモ miniUlM 力ードについて詳しくは、ドコモ 
miniUlM 力ードの取扱説日月書をご覧ください。 
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♦ ロド前 min 麵-ドの取。けけ/巧 


•巧り付け/取りがしは、本端末の電源を切り、リアカ 
バーと電池バックを取り外してから巧います。一 P 28 

■取り付けかた 

① ツメに}旨巧をかけ、トレイをまっすぐに引き出す 

② ドコモ miniUlM 力ードのに面を下にしてトレイに差し 
込んでか6、奥に是し込む 

• 切り欠きの方向にごま意ください。 



■取りかしかた 

①ツメに}旨巧をかけ、トレイをまっすぐに引き出してド 
コモ miniUlM 力ードを取りパず 
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microSD 力ード 


♦ microSD 力ードについて 


•本端末は、 2 GB までの microSD 力ード、 32 GB までの 
microSDHC 力ードまたは microSDHC UHS - I 力ード、 
目 4 GB の microSDXC 力ードまたは microSDXC UHS - 
I 力ードに対応しています （201 3年2月現在)。ただし、 
市販されているすべての microSD 力ードの動作を保証 
するものではありません。対応の microSD 力ードは各 
microSD カードメーカへお問い合わせください。 

• microSD 力ードのデータにアクセスしているときに、 
電源を切ったり衝撃を与えたりしないでください。デー 
夕び壊れる恐れびありまず。 

✓お巧目せ 

• microSDXC カードは、 SDXC 対応機器でのみご利用い 
ただけます。 SDXC 非対応の機器に microSDXC 力ード 
を差し込むと、 microSDXC 力ードに保をされている 
データび破損することびあるため、差し込まないで<だ 
さい。データび破損した microSDXC カードを再度利用 
するためには、 SDXC 対応機器にて microSDXC カード 
を初期化（データはすべて削除されます）する必要びあ 
ります。 

• SDXC 非対応機器とのデータコピーについては、コピー 
先（元）機器の規格に準拠した microSDHC 力ードまた 
は microSD カードをご利用 < ださい。 











♦ microSD 力ードの® D 拙す/取日巧し 

• お買い上げ時は、あらかじめ micraSD 力ード（試お品) 
び取0付け6れています。ご使用前に、 microSD 力一 
ドの取扱説日月書ちご覧ください。 

•取り付け/取りがしは、本端末の電源を切り、リアカ 
バーと電池バックを取り外してから巧います。一 P 28 

■取り付けかた 

① microSD 力ードの金属端子面を下にして、図の向きで 
挿入□に□ックするまで是し込む 



■取りがしかた 

① microSD 力ードを軽く巧し込んでか 6 離し、 
microSD 力ードをまつずぐ引き出ず 
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電池パック 


♦電おパックの取り付け/取りかし 



• 電池パックの取り付け/取り外しは、電源を切ってから 
斤ってください。 

• U アカバーの取り付け/取りがしは、本端末のディスプ 
レイなどび傷つかないよう、手に持って行ってくださ 
し、。 

•本端末び濡れているとさは、水分をよ<おさとってか 
ら、 U アカバーを取りがしてください。 

• 本端末専用の電池バック F 28 をご利用<ださい。 

■取り付けかた 

① リアカパー取りタル部に指先をかけ、リアカパーを矢 
巧の方向に垂直に持ち上げなび6取りがす 

• 防水/防塵性能を維持するため、 U アカバーはしっ 
かりと取り付ける構造となっています。取りがしに 
<い場合は、力を入れて取りがして<ださい。 
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(D 電池パックのラベルの矢印面を上にして、電池パック 
①金属端子を本端末の金属端子に合わせて〇の方向に 
是し込みなぴ6、©の方向に取り付ける 



③ リアカパーの向きを確認し、本体に合わせるよろに装 
着する 






④ リアカバー裏のツメと本端末のミゾをちわせて ▼部分 
をしつか0と巧して、完全に閉める 

• 防水/防産性能を維持するために、浮いている箇所 
びないことを確認しなびら確実に取り付けて<ださ 
い。 

《「防水/防塵せ能」について一 P 1 白 



■取り外しかた 

① 電池パックの取り付けの操作①を巧う 
感電池パックの取りがし苗ツメに指先をかけ、矢印の方 
向に持ち上げて取りかす 
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巧電 


♦卓上ホルダを®つて巧電 


付属の卓上ホルダ F 36 と別売りの AC アダプタ日4を使っ 
て充電して < ださい。 

① AC アダプタの microUSB プラグを、 B の刻印面を上に 
して卓上ホルダ裏側の端子へ水平に是し込む 
(D AC アダプタの電源フラグをコンセントに黃し込む 

③ 本端末を卓上ホルダに差し込み、お知6だ LED の点灯 
を確認ずる 

•巧電中はお知らせ LED びホく点打し、充電び完了す 
ると消のします。 

④ 巧電び終わった6、本端末を卓上ホルダか e 取りかし、 
AC アダプタの電源フラグをコンセントか6抜く 

感 卓上ホルダか SmicroUSB プラグを巧く 
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♦ AC アダプタを使って巧電 


別売りの AC アダプタ04を使って充電します。 

①本端末の端テキャップを開け、 AC アダプタの 

microUSB フラグを、 B の刻印面を上にして外部接続 
端子に水平に是し込む 

③ AC アダフタの電源プラグをコンセントに差し込む 

•巧電中はお知らせ LED びホく点打し、充電び完了す 
ると消灯します。 

③ 巧電び終わった6、 AC アダプタの電源フラグをコンセ 
ントか6巧く 

④ 本端末か SmicroUSB プラグを巧を、本端末の端子 
キャップを閉じる 
















♦パソコンをほって巧電 


別売りの PC 接続用 USB ケープル T 01 などで接続すると、 
本端末をパソコンから充電することびできます。 

•ノ（ソコン上に八ードウてアの検索画面や実!子する動イ乍の 
還択画面などび表示されたら、「キャンセル」を選択し 
て < ださい。 


電源 ON/OFF 


♦電源を入れる 


I お知らせ LED び緑色に点好するまで回を巧 
し続ける (2 砂 L ソ上） 

バイプレータび振動した媛、起動画面に続いて誤操作 
防止用の□ック画面び表示されます。 

2 □ック画面で0 
■ 巧めて電源を入れたとさは 

Goo 目 le アカウントの設定と自分からだ設定を巧った後、 

ドコモサービスの初期設定を行います。それぞれ画面の案 
内に従って操作してください。 

• ソフトウェア更新機能の確認画面び表示された場合は 
[0 K ] をタップします。 

•操作ガイドび表示された場合は、[政を表示しない]ま 
たはに K ] をタップします。 


♦電源を切る 

I 携帯電話オプションメニューび表示される 
まで回を巧し続ける 

2 属源を切る]^ [0 K ] 

バイブレータび振動して電源び切れます。 


昼本操作 


♦タッチパネルの®いかた 


本端末はタッチパネルを指で直接軸れて操作します。 

❖タッチ/ V " ネルが用上のご ミ 主意 


タッチパネルは指で軽く輔れるよラに設計されています。 
指で強く押したり、先の尖ったちの（の/ボールペン/ピ 
ンなど）を押し付けたりしないでください。 

• 次の場合はタッチパネルに辆れてち動作しないことびあ 
ります。また、誤動作の原因となりますのでごを意くだ 
さい。 

•手袋をしたままでの操作 
- m の先での操作 

-異物を操作面に棄せたままでの操作 
-保護 シー トや シールな どをおっての操作 
-タッチパネルび濡れたままでの操作 
-指び汗や水などで濡れた状態での操作 
-水中での操作 
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❖タップ/ダブルタップ 


タップ： 画面に軽く触れてからすぐに離します。画面から 
指を離した時点で操作び有効になります。 

ダブルタップ： すばやく2回続けてタップします。 




❖ロングタッチ 


画面に長く輔れます。画面に指を触れたまま次の操作を行 
ラ場合ちあります。 
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❖ドラツグ/スライド（スワイプ）/パン 

ドラッグ：画面の項目やアイコンに指を軸れたまま、任意 
の位置に動かします。 

スライド（スワイプ）： 画面に指を軽く触れたまま、目的 
の方向に動かします。 

• アプ U ケーシヨンによっては、数本の指を画面に诞れた 
まま上下に動かしたり回乾させたりして操 fF でさます。 
パン： 画面そのちのを任意の方向にドラッグして見たい部 
分を表示します。 




例：ドラッグ 


❖ピンチ 


画面に2本の指で触れたまま、指の間隔を広げた0 (ピン 
チアウト）、狭くしたり（ピンチイン）します。 





















みフリック 

画面に軸れた指をすばやく化います。 



♦ 織/お画面表示の切0宮え 


向をや動さを検知するモーシヨンセンサーによって、本端 
末を縦または横に傾けて、画面表示を切り替えることびで 
さます。 

• 表示中の画面によっては、本端末の向きを変えてを画面 
表示び切り替わ6ない場合びあります。 

-本端末を手に持ちなび62回な上振ると、自動回乾に 
よって横向きに変わった画面を縦画面に戻して固定しま 
す。 

♦スクリーンシヨ•ツト 


本端末に表示されている画面を画像として保存します。 

• 画面によっては画像を保存できない場合びありまず。 

1 回と因を同時に押ず （1 砂切上） 

通知パネルを開いてスク1」ーンシヨットの通知をタッ 
フ、またはアプ U ケーシヨンメニューで[ギヤラ 
|」一]一[スク U - ンシヨット]をタップすると、函 
像を確認でをます。 


义字入力 


デイスブレイに表示されるソフトウェアキーポードを使っ 

て、文字を入力しまず。 

• ここでは、主に NXIinput での入力ち法について説明し 
まず。 

♦ キーボー ドの巧いかた_ 

テン キーキーボー ド、曰 WERTY キーボー ド、手書き キー ■ 

ボードを使って文字を入力でさます。 

•各キーボードから、音声文字入力を起動することちでさ 
ます。 

• キーボードの設定の手書を入力の設定で上書さ手書を入 
力び有効に設定されているときは、テンキーキーポード 
(ケータイ入力時）や QWERTY キーボードび表示され 
ている状態で手書さ入力びでさます。お買い上げ時は上 
書き手書き入力び有効に設定されていまず。 

■テンキーキーボード 

1つのキーに複数の文字び割り当てられています 。入力方 

式の設定により、フリック入力、ケータイ入力、ジェス 

チャー入力の3種類の入力方式を使用でさます。 ^ P 35 


(.-.1 E ， み A " 


ちか さ 

の 

卜 

たなは 

- 

百. 

まやら 

一 

へ 

0 わ5九、。?1 

一 
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■ Q 邮 ERTY キーポー ド 

□—マ字入力で入力します。 


(1)— (*.*) 巧 A 1 c ] 

123456789 0 


q W e I r 

t i y u 

i 0 P 

a|s 川 f|，|h j 

k 1|- 

可ん I 

A T 

|m| <a 

A B 1 一 



■ 手書さキーボード 

手書をでで字を入力でをます。 

(1 片,. け- .1 巧 B 4 I 

(4) - 

( 2 )~ A し 一 Q 1-(3) 

① A /圏で/ド/ S ち： 絵文字/定型文/顔文字/記 
号の入力 

:上書を手書さ入力の有効/お効 
• テンキーキーボードまたは QWERTY キーボード表示 
中に®*を□ングタッチ-►そのままもにスライドす 
ると、全画面で上書き手書き入力びできます。 

•キーボードの切り替え操作にを利巧します。 - P 35 
A1.. :入カモードの切り替え（巧字- 数字. かな） 

• 下にスライドすると、全画面で上書き手書き入力び 
でをます。 

み：音声文字入力の超動 

• 全画面で上書き手書を入力中に上にスライドすると、 
キーボードを表示します。 

H :手書きキーボードからテンキーキーボード/ 
QWERTY キーボードに切り替え 


(.-•! け 

B 4 i 





A 1 >• 一 O 1 
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固^ 




③ 


w |: 直前に確定した文字を変換前の文字に戻す 
〇1;テンキーキーボードでの入力で、キーに割り当て 
られた文字を逆順に表示 
力ーソルを左に移動 

英字入力時の大文字とか文字の切り替え 
タップするたびに、大文字^大文字固定^ル文字に 
切り曾わります。 

0:パスワードマネージャーの引用、電話帳/ ATOK 
ダイレクトの引巧、 NX!in 口 ut の設定、文字コードの 
入力、単語登録、定型文に切り替え 
• [定型文]は絵文字/絵文字 D び入力可能な場合に表 
示されます。 

•キーボードの非表示の操作にも利用します。 - P 35 
:キーボードの切り替え一 P 3 己 
(□ングタッチ）：音声文字入力の起動 
:カタカナ/数字/英数/年月曰（全角/半角）な 
どに変換 

回：かな/全角カタカナ/半肖カタカナ、英字の後変 

^_： 英数字入力と記号入カモードの切 D 替え 
• QWERTY キーボードの設定で数字キーを表示に設定 
した場合に表示されます。数字キーを非表示に設定 
した場合は、各キーを下にフ IJ ックしてキーに割 D 
当てられている数字や記号を入力でさます。 

■:力ーソルの左側の文字を削除 
• 上にフ U ックすると、力ーソルのち側の文字を削除 
でさます。 

力ーソルをちに移動 
« 文字の変換/空白の入力 

K " レ Ld : 次の入力項目に力ーソル移動/確定または改 
行 

• この他にちなど、機能び変化する場合びあ0ま 
す。 



























④手書を入力領域：指で文字を書いて入力 

• 文字を入力すると、入力領域の上部に認識された文 
字び表示されます。 

•認識された文字をタップして、補正候補の文字の一 
賣から入れ替える文字を選択できます。上から書き 
直すことちでさます。 


y 

と 

に 

ご 

苦. 

U 

U 

A 

!\ 

丑 

削な 


巧ミ 

! 


■認識され た文字 
■補正 候補 


❖キーボードの表示/巧表示 
■ キーボー ドの表示 
] 文字入力欄を選巧 
■ キーボー ドの非表示 
1 キーボード表示中に ra 

•テンキーキーボード、日 WERTY キーボードの墙合 
は、 [3 をタップして、ガイドび表示されたらそのま 
ま任意の方向にスライドし、 ri び®に切り替わつ 
てから、再度早にスライドして指を離してを非表 
示にでをます。 


❖キーポードの切0替え 


■ テンキーキーボードと QWERTY キーボード 
I テン キーキーボー ドまたは QWERTY キー 
ボード表示中に g 
■ 手書を キーボード 

I テン キーキーボー ドまたは QWERTY キー 
ポード表示中にみを□ングタッチ-^そのま 
ま*にスライド 

テンキーキーポードまたは QWERTY キーポードに切 
り替え： 手書さキーボード表示中に® 

❖テン キーキ ーボー ドの入力方式 



テンキーキーボードでは、：欠の3つの入力ち式を利用でさ 
ます。 

-キーボードの設定の「テンキーの設定」で入力ち式を選 
択して利巧します。お買い上げ時はケータイ入力び有効 
に設定されていまず。 

■フリック人力 

入力したい文字び割り当て6れているキーをタッチしたま 
まにすると、キーの上に文字（フリックガイド）び表示さ 
れます。指を離さず目的の文字のち向にフリックします。 

• 潘音/半還音/物音を入力するには、フ IJ ックしたあと 
— ’を]回または2回タップしまず。 

■ ヶータイ入力 

入力したい文字び割り当てられているキーを、目的の文字 
び表示されるまで続けてタップします。 
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■ジェスチャー入力 

入力したい文字び割り当てられているキーをタッチしたま 
まにすると、キーの周0に文字（ジェスチャーガイド）び 
表示されますので、指を離さず目的の文字までスライドし 
ます。 

• 還音/半還音/物音を入力するには、キーから指を離さ 
ず下に1回または2回スライドします。キーの周りに還 
音/半還音/物音のジェスチャーガイドび表示されます 
ので、指を離さず目的の文字までスライドします。 



英字入カモードの場合は、キーをタッチした指を離さず 
下にスライドすると、大文字/ルタ字を切り替えること 
びでさます。 
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初期設定 


本端末を使ラために最初に設定が必要な巧目をまとめて設 
定できまず。 

• 各設定はいつでち変更でをまず。 

] ホーム画面で胃一[本体設定]^[初巧設定] 
2 各項目を設定 

スライドイン機能設定： 画面の端から指をスライドさ 
せてアプ U ケーシヨンを超動したり、画面をキヤプ 
チヤしたりすることびでさる機能を設定します。 
画面□ック①認証設定： 画面□ックの認記設定を有効 
にするかを設定します。 

セキュリティ解除方法： 認証画面での解除方法を設定 
します。 

かんたんお引越し： microSD 力ードを利用して携帯 
電話のデータを復元でをます。 


お線とネットワーク 


♦アクセスポイント （ APN ) の設定_ 

インターネットに接続するためのアクセスポイント （SP 
モード、 moperaU) はあらかじめ登録されており、必要 
に応じて追加、変更することをできます。 

• お買い上げ時には、通常使う接続先として SP モードび 
設定されています。 

• テプリングを有効にしているときは、アクセスポイント 
の設定はでをません。 - P 40 













❖アクセスポイントの追加（巧しい APN ) 

• M 巳 C を440、 MNC を] 0け外に変更しないで<ださ 
し、。画面上に表示されな<なります。 

1 ホーム画面で^弓一[本体設定]-無線とネッ 
トワークの[その他…]^[モパイルネット 
ワーク]一[アクセスポイント名] 


2 巨一[新しい APN ] 

3 [名前]^ネットワークプ□ファイルをを入 
W 力^ 0 K ] 

4 [ APN ]^アクセスポイント名を入力^[ OK ] 

5 その他、通信事業をによって要求されている 
項目を入力-一 [保を] 


ン巧巧らせ 

• MCC 、 MNC の設定を変更して APN の一覧画面に表示さ 
れなくなった場合は、アクセスポイントの初期化を行ラ 
か、[新しい APN ] で再度アクセスポイントの設定を 
行って < ださい。 


❖アクセスポイントの初期化 

アクセスポイントを初期化すると、お買い上げ時の状態に 
戻ります。 

1 ホーム画面で^弓一[本体設定]-•■無線とネッ 
トワークの[その他…]^[モバイルネット 
ワーク]一[アクセスポイント名] 

2 g -* * [初期設定にリセット] 

✓おが S せ…………………………………… I 
• APN © —覧画面でアクセスポイントを逼巧し、^^一 
[ APN を削除]をタップして、アクセスポイントを1件 
ずつ削除することちでさます。 

ぐ sp モード 


SP モードは NTT ドコモのスマートフオン向け ISP です。 
インターネット接続に加え、 i モードと同じメールアドレ 
ス (@ docomo . ne . jp ) を使ったメールサービスなどびご 
利巧いただけます。 

• SP モードはお申し込みび必要な有料サービスです。 SP 
モードの詳細については、ドコモのホームページをご賣 
<ださい。 
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♦ミ ♦mopera U の設を 


mopera U は NTT ドコモの ISP です。 mopera U にお申し 
込みいただいたお客様は、簡単な設定でインターネットを 
ご利用いただけます。 

• mopera U はお申し込みび必要な有料サービスです。 

1 ホーム画面で胃一[本体設定]^無線とネッ 
トワ—クの[その他…]^[モパイルネット 
ワーク]一[アクセスポイント名] 

2 [m 叩 era U]/[m 叩 era U 設定] 

✓お巧 S せ 

• [mopera U 設定]は、 mopera U 設定用アクセスポイン 
卜です。 mopera U 設定用アクセスポイントをご利用い 
ただくと、パケット通信料びかかりません。なお、初期 
設定画面および設定変更画面ながには接続でをないので 
ごを意ください。 mopera U 設定の詳細については、 
mopera U のホームべージをご覧ください。 
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♦ Wi-Fi 


本端末の Wi-Fi 機能を利巧して、自宅や社内ネットワーク、 
公衆無線 LAN サービスの無線 LAN アクセスポイントに接 
続して、メールやインターネットを利巧でをます。 

無線 LAN アクセスポイントに接続するには、接続情報を 
設定する必要があ 0 ます。 

❖ Wi-Fi を ON にしてネットワークにち続 

] ホーム画面で g 一 [本体設定] 

2 [Wi-Fi] を [ON] 

3 [Wi-Fi]-^Wi-Fi ネットワークを選択 

• セキュリティで巧 護され た Wi-Fi ネッ トワークを 選 
択した場合、パスワード（セキュリティキー）を入 
力し、[接続]をタップします。 

• Wi-Fi ネットワークを還択後、接続を選択する画面 
び表示される場合びあります。 







✓お巧 S せ . 

- Wi-Fi 機能び ON のとをちパケット通信を利用でをます。 
ただし Wi- 円ネットワーク接続中は、 Wi-Fi び優先されま 
す。 Wi- 円ネットワークび切断されると、自動的に LTE/ 
3G/GSM ネットワークでの接続に切り替わります。切 
り替わったままでご和用になる場合は、パケット通信料 
びかかる場合びありますのでごま意<ださい。 

-アクセスポイントを還択して接続するとをに誤ったパス 
ワード（セキュ U テイキー）を入力した場合、[プライ 
ベートな IP アドレスび割り当てられました。接続び制限 
されています。]と表示されます。パスワード（セキュ U 
ティキー）をご確認ください。なお、正しいパスワード 
(セキュ U テイキー）を入力してち[プライベートな IP ア 
ドレスび割0当て5れました。接続び制限されていま 
す。]と表示されるとをは、正しい IP アドレスを取得でを 
ていない場合びあります。電波状況をご確認の上、接続 
し直してください。 

• Wi-Fi 利巧時にド〕モヴービスを Wi-Fi 経由で和用する場 
合には、あらかじめ Wi-Fi オプション J くスワードの設定び 
必要です。設定するには、ホーム画面で6^ [本体設 
赶一[ドコモサービス]一[ドコモアブ UWi-Fi 利用設 
定]で [Wi- 円オプションパスワード]をタップして操作 
して < ださし、。 


❖ Wi - Fi ネツトワークの追加 


ネットワーク SSID やセキュ U ティを入力して、手動で 
Wi - 円ネットワークを追加します。 

• あらかじめ Wi-Fi を日 N にしてください。 

] ホーム画面で胃一[本体設定]^ [ Wi - Fi ] 

2 因 

3 追加ずる Wi - 円ネットワークのネットワーク 
33のを入力^セキュリティを選お 

•セキュリティは[なし]叫/ EP ] [ WPA / WPA 2 
PSK ] [802.1 XEAP ] び設定可能です。 

4 必要に応じて追加のセキュリティ情報を入 
力^[保巧] 

❖ Wi-Fi ネットワークの切巧 



] ホーム画面で^一[本体設定]^ [ Wi - Fi ] 

9 接続している Wi - Fi ネットワークを選お^[切 
断] 

✓お巧目せ 

• Wi - 円を OFF にして Wi - 円ネットワークを切断した場合、 
次回 Wi-Fi の ON 時に接続可能な Wi - 円ネットワークびあ 
るとをは、自動的に接続されます。 
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♦ Wi-Fi ネッ トワー クの簡単登録 

AOSSTM または WPS に対応した無腺 LAN アクセスポイン 

卜を利用して接続する場合は、簡単な操作で接続でさま 

す。 

1 ホーム画面で6一[本体設定]^[\/\/1-ド1簡単 
登録] 

2 登録ち式を選択 

AOSS™ 方式： [AOSS 方式]ーアクセスポイント測 
で AOSS™ ポタンを f 申ず 

WPS 方式： [WPS 方式] ーロッシュポタン方式] 

/ [PIN 入力方式 （8 巧)]/ [PIN 入力方式 （4 
巧)]^アクセスポイント側で操作 

• プッシュボタンち式の場合は、アクセスポイント側 
で専用ボタンを巧します。 PIN 入力方式の場合は、 
本端末に表示された PIN コードをアクセスポイント 
側で入力後、 [0 K ] をタップしまず。 

ン巧知らせ 

-無線 LAN アクセスポイントによつては、 AOSS ™ 方式で 
の接続びでさない場合びあります。接続でをない場合は 
WPS 方式または手動で接続してください。 

• お線 LAN アクセスポイント側のセキュ U ティび WEP に 
設定されている場合は、 WPS 方式で接続でさません。 

• AOSS ™ 方式は 2.4 GHZ のみに対応しています。 
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♦テザリング 


テヴリングとは、スマートフオンなどのモバイル機器をモ 
デムとして使用することにより、 USB ケープルや Wi - 円で 
接続した外部接続機器を、インターネットに接続でさるよ 
ラにする機能です。 

• テプリングを有効にした状態では、インターネット接 
続- メールサービスし ソがの sp モードの機能をご利巧に 
なれません。 

-テプリングを利巧してインターネットに接続した場合、 
ご利用の環境によっては Wi - Fi 対応機器のブラウザや 
ゲームなどのアプリケーションび正常に動作しない場合 
びあります。 






❖ USB テザリング 


本端末を別売りの PC 接続用 USB ケーブル T 01 でパソ〕 
ンと接続し、モデムとして利用することでインターネット 
に接続でさます。 

] 本端末とパソコンを USB ケーブルで接続 

9 ホーム画面で胃一[本体設定]^無線とネッ 
トワークの[その他...]^[テザリング] 

3 [US 巨テザリング] 

• Windows XP パソコンをお使いの蠕合は US 巨テヴ 
U ングを OFF にせずに、パソコンから USB ケープ 
ルを取り列してください。 

4 ミち意事項の詳細を確認して [0 K ] 

ンお知らせ 

• Windows XP (Service Pack 3似降 ） /Windows 
Vista/Windows 7のパソコンで動作を確認していま 
す。ただし、すべてのパソコンで動作を巧前するもので 
はありません。 

• Windows XP パソコンで USB テヴ U ングを行ラには、 
パソコン側に専用ドライバをインストールする必要びあ 
ります。専用ドライバのダウンロードについては、次の 
サイトをご覧 < ださい。 

http :// www . fmworld . net / product / phone / usb / 

• Wi - 円テザリング 


本端末を Wi - Fi アクセスポイントとして利用することで、 
Wi - Fi 対応機器をインターネットに接続でさます。 

• Wi - 円対応機器を8台まで同時接続でさます。 

•テヴリングは、 2.4 GHz のみに対応しています。 


■ Wi - R テザリングの設定 

Wi - Fi テヴリングを日 N にして、接続の設定を行います。 
•お買い上げ時の状態では、セキュリティには [ WPA 2 
PSKAES ] び、[パスワード]にはランダムな値び設定 
されています。必要に応じてセキュリティの設定を巧つ 
て < ださし、。 

1 ホーム画面で6^[本体設定]^無線とネッ 
トワークの[その他...]一[テザリング] 


2 [ Wi-Fi テザリング] 

3 注意事項の詳細を確認して [0 K ] 

4 [ネットワーク SSID ]^ ネットワーク SSID 
を入力 

• お買い上げ時には、 「 F -02 E _ AP 」 び設定されてい 
ます。 

• 登録済みの設定を変更する場合は、 [ Wi - Fi アクセス 
ポイントを設定]を選択すると設定画面び表示され 
ます。 



5 比キュリティ]^セキュリティを選択 

•セキュリティは[日 pen ] [ WEP 64] [ WEP 12 引 
[ WPAPSKTKIP ] [WPA PSKAES ] [WPA 吕 
PSK AES ] [ WPA / WPA 2 PSK ] び設定巧能で 
す。 


ら [パスヮード]^'：スヮードを入力^[保巧] 
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♦ミ ♦Wi-Fi 巧応機器の簡単登綠 


AOSS™ または WPS に対応した Wi-F 网応機器を登録しま 

す。 

• あらかじめ Wi-Fi テヴリングを日 N にしてくださレ。 

I ホーム画面で胃一[本体設定]^無線とネッ 
トワークの[その他…]^ [テザリング]^ [ Wi - 
円簡単登録] 

2 登録ち式を選択 

AOSS™ 方式： [AOSS 方式 ] 一 Wi-Fi 対応機器側で 
AOSS™ ポタンを巧す 

WPS 方式： [WPS 方式 ] ーロッシュポタン方式 ] 

/ [PIN 入力方式]一各種操作一登録画面で [0K] 

• プッシュボタンち式の場合は、 Wi- 円対応機器側で 
専用ボタンを押します。 PIN 入力方式の場合は、 

Wi- 円対応機器に表示された円 N コードを 入力後、 
[0K] をタップしまず。 

ン巧知らせ 

- AOSS™ 登録機器数び最大件数の 24 件を超えると、古い 
登録データの削除確認画面び表示されます。新たな機器 
で AOSS™ 接続を利用する場合は[はい]をタップして 
<ださい。 

- AOSS™ 設定を解除するには、[め/ i- 円アクセスポイント 
を設定]画面で [AOSS 解除]をタップします。 

• Wi-F 间応機器によっては、 AOSStm 方式での接続びでき 
ない場合びあります。接続でをない場合は WPS 方式また 
は手動で接続して < ださい。 

• AOSS™ 方式は 2.4GHZ のみに対応しています。 
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画面表示/アイコン 


♦ ナビゲーシヨンバーのキー 


画面下部のナビゲーシヨンノ（一に、画面を操作するための 
キー（アイコン）び表示されます。キーの名称と動作は巧 
のとおりです。 


ナビヴ-シヨンバ- 


H パック キー 

タップ： 直前の画面に戻る、 アプ U ケーシヨンの終了 
@ホームキー ー 

タップ：ホーム画面に戻る- - P 44 
□ングタッチ：タスク管埋画面の表示 

b メニューキー 

タ ップ： 現在の画面で使用できる設定などの表示 


□ングタッチしてみまで指をスライド：しやべつてコン 
シェルまたは Google の検索の起動 


♦ ステータスバーのアイコン 


ステータスパーに表示される通知アイコンとステータスア 
イコンで様々な状態を確認でさます。 


通知アイコン ステータスアイコン 

ステー タスバー 










■主な通知アイコン 

巧：新着 Gmsil 
因：新着 E メール 
旦：新着 SP モードメール 
且：新着 SMS 
四：新着工 U アメール 

□ : SMS の送信失敗 
因：同期トラブル 

因： Wi - Fi び ON で Wi - 円ネットワークび利用可能 

回： Wi - Fi テヴ U ングび有効 

巧： USB テヴリングび有効 

回： Wi - Fi テヴリングと USB テヴ U ングび有効 

田：着信中/通話中 

B ； 不在着信 

□:通話保留中 

ち]:伝言メモあ0 

B ； 留守番電話サービスの伝言メッセージ 

〇/旦：データのアップ□—ド完了/ダウン□—ド完了 

□ : Google Play などからのアプ IJ ケーシヨンびインス 
卜ール完了 

□ : Google 円 ay のアプ U ケーシヨンびアップデート可能 
0: 3 .已 0 イヤホン接続中（端末のマイクからの入力） 

因： 3 .已 0 イヤホン接続中（イヤホンマイクからの入力） 
回/回：ワンセグ受信中/録画中 

田： VPN 接続 

0 / 0/0 ソフトウエア更新有/完了/継続不可 
巧： NX ! エコ（タイマーエコモード時間帯 1) 

巧： NX ! エコ（タイマーエコモード時間帯 2) 

巧： NX ! エコ（電池残量エコモード） 

□ : NX ! エコ（今すぐェコモード） 


国：あわせるズームで画面拡大中 
固：戻ってシ王イクで画面固定中 

□ ； GPS 測位中 

圆： FM トランスミッタ ON 

固：競合により FM トランス S ッタ OFF 

四：モバキャス受信中 

■:おまかせ□ック設定中 

□:本端末のメモ U の空さ容量低下 

回；アプ I 」電池誇断（電池を消耗しているアプ1」を検出） 

■主なステータスアイコン 

m 電波状態 

•通信中は厶（アップ□—ド時） ▽ (ダウン□—ド時）び 
表术されます。 

• 国際 □— 5ング中は左上に [ R ] び表示されます。 

D ： 圏が 

■ : GPRS 使巧可能 
国： 3 G 使巧可能 

■ ； LTE 使用可能 
因：機内モード 
曰： Wi-F 鳴続中 

□ : Bluetooth 機能 ON 
凸； Bluetooth 機器接続中 

0: NFC / おサイフケータイ□ック設定中 

回：伝言メモ設定中 

固：伝言メモびいっぱい 

因：スピーカーフォン ON 

n : マイクミュート 

田：着信音量0 

因：バイブレーシヨン日 N 
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巧： 公共モード（ドライプモード） 

圆：マナーモード（通常マナー） 

回： マナーモード（サイレントマナー） 

固： マナーモード（アラーム ON マナー） 

圆：マナーモード（才 U ジナルマナー） 

巧.覃巧電 

□:電池残量びほとんどない 
□:電池残量び少ない 
□ 電池残量十分 
口 - 巧電ホ 

回 (白）：持ってる間日 N 設定中（動きを検出して画面点口 
中、 

囚 (グレー):持ってる間日 N 設定中 
巧： かな入カモード 
凸：英字入カモード 
回： 数字入カモード 
己：手書さ入カモード 

巧： 絵文字/顔文字/記号、定型文、文字コード入力 
□ : IP 通話アプリの音質サポート 

♦画面のカスタマイズ 


パターン認証画面、指紋認証画面、電話発着信画面、キー 
ボード ( NXIinput ) を好みのデザインに変更できます。 

I ホーム画面で^-»[本体設定]^[ディスプ 
レィ]^[画面のカスタマィズ]^各項目を設 
定 
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ホーム画面 


ホーム画面はアブリケーシヨンを使用ずるためのスタート 
画面でず。@1をタップしていつでち呼び出ずことびでを 
まず。 



( D ステータスパー- » P 42 

ステータスバーを下ち向にドラッグすると、通知パネ 


ルび表示されます。 

③インジケータ 

ホーム画面の現在位置をおします。 

③ カスタマイズエリア 

シヨー トカット、ウィジェット、フォルダなどを配置 
でさます。 

④ ドック 

ホーム画面に表示されます。 


✓おが S せ . 

• ホーム画面で@^ [本体設定]をタップして、設定メ 
ニューを表示でをます。 



















♦ ホーム画面のカスタマイズ 


ホーム画面に好みのアプ U ケーションのショートカットや 

ウィジェットなどを自由に配置でさます。 

I をちにフリックしてカスタマイズずるホー 
ム画面を表示^カスタマイズエリアの空き 
領域を□ングタッチ 

9 [シヨートカット]/[ウィジェット]/[フオ 
ルダ]/[グループ]^必要に応じて項目の選 
おや設定を巧ラ 

•項目を□ングタッチしてドラッグずると、位置を変 
要でさます。 

•ウィジェットによつては、□ングタッチしてサイズ 
を変更することびでさます。 

• ショートカットを□ングタッチして他のショート 
カットの上にドラッグすると、ショートカットを統 
合したフオルダび作成でをます。 

• フオルダを□ングタッチして[名称変更]をタップ 
すると、フオルダ名を変更できます。 

❖シヨートカットなどの削除 

] ちちにフリックしてカスタマイズずるホー 
ム画面を表示 

〇 削除ずる シヨー トカットなどを□ングタッ 
チ^[削除] 

• □ングタッチした後、画面下のまでドラッグして 
ち削除でさます。 


♦をせかえ/壁がのおち 


I カスタマイズエリアの空き領域を□ング 
タッチ 

9 [をせかえ]/[壁紙]^項目の選択や設定を 
A 巧ラ 

✓お知らせ 

-本端末は[壁紙ループ設定]を利用することがで定ませ 
ん。 

• をせかえや壁紙の設定は、ホーム画面で3^ [をせか 
え]/ [壁紙]をタップしてち設定でさます。 

-パターン認证画面、指紋認証画面、電話発着信画面、 
キーボード ( NXIinput ) を変更するには、 r 画面のカス 
タマイス’」から設定します。一 P44 
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アプ y ケーシヨン画面 


アブ U ケーシヨンメニューを呼び化し、登録されているア 
フ U ケーシヨンを起動した0、本端末の設定を変更した0 
でをまず。 


♦ アプリケーションメニューの表示 


ホーム画面で互 




①アプリー覧/おずずめアブリ切り督えタブ 
③グループ 

③ グループ巧アプリケーション 

④ グループ巧アブ U ケーションの数 

• 新着アブ U ケーションのアイコンには田び表示され 
ます。 

• アフ U ケーションによつては、アイコンに未読件数 
び表示されます。 

グルーフ巧アブリケーションの表示/巧表示： グルー 
フちをタツフ 

全グループ巧アブリケーションの表示/非表示： ピン 
チアウト/ピンチイン 

ホーム画面へ追力日： アプリケーションまたはグループ 
巧□ングタッチー[ホームへ追加] 
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アフ U —覧/おすずめアフ U の切り替え： 田/ [おず 
す制 

♦アプリケーシヨンメニユーの管埋_ 

I アブ U ケーシヨンメニユー表示中に目的の 
操作を巧ラ 

アプ U ケーシヨン①アンインス I -ール： アブ！ J ケー 
シヨンを□ングタッ チー [アンインス!ル]一 
[OK] - [0K] 

並べ誓え： アフリケーシヨンまたはグループを□ング 
タッチ^移動巧へドラッグ 

•アプ U ケーシヨンを□ングタッチした後、[移動] 

を選択してち移動でさます。 

グループの追加 [グルーブ追加]^グルーフ 
さを入力^にの 

• 最大己0件のグループを設定でをます。 

グループさの編集： グルーフを□ングタッチー[を称 
変更]^グルーフさを入力^ [OK] 

グルーフのラベル変更： グルーフを□ングタッチー 
[ラベル変更]ーラベルを選択 

グループの削除： グルーブを□ングタッチー[削除] 

-にの 

表示形式の切り替え ：6一 [リストお式]/ [タイ 
ル形式] 

ホームアブリの情報確認： @一 [アフリケーシヨン 
情漸 

巧索：^^ [検索] 

• 端末内のアプ U ケーシヨンや Web 上の情報を検索し 
ます。 












□ツク / 七キユ IJ テイ 


♦ 本端末で巧用ずる巧証番号 


本端末を便利にお使いいただくための各種機能には、暗証 
ま号び必要なをのびあります。本端末を□ックするための 
パスワードやネットワークサービスでお使いになるネッ h 
ワーク暗証番号などびあ0ます。用途ごとに上手に使い分 
けて、本端末を活用してください。 


11 d 

各種暗証番号に関するごを意 

•設定する暗証を号は「生年月曰」、「電話を号の一 
部」、「所在地を号や部屋ま号」、「1111」、 

「1234」などの他人にわかりやすい番号はお避け 
ください。また、設定した暗証ま号はメモを巧るな 
どしておちれにならないよラお気をつけ<ださい。 

•暗証を号は、他人に知られないよラに十分ごを意く 
ださい。万び一暗証番号び他人に悪用された場合、 

その損害については、当社は一切の責任を負いかね 
ます。 

•各種暗証番号をちれてしまった場合は、契約ちご本 
人であることび確認でさる書類（運乾免許証など） 

や本端末、ド コモ miniUlM 力ードをドコモ ショップ 
窓□までご持参いただく必要びあります。詳細は本 
書巻末の「総合お問い合わせ先」までご相談< ださ 
い。 

•円 N □ック解除コード （ PUK ) は、ドコモショップ 
でご契約時にお渡しする契約申込書（お客様控え） 

に記載されています。ドコモショップな外でご契約 
されたお客様は、契約ちご本人であることび確認で 
きる書類（運転免許証など）とドコモ miniUlM 力一 
ドを ドコモショップ窓□までご持参いただくか、本 
書巻末の「総合お問い合わせ先」までご相談< ださ 
い。 

D - q 
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❖ネットワークお証ま号 


ドコモショップまたはドコモインフオメーションセンター 
でのごを文受付時に契約ちご本人を確認させていただ < 際 
や各種ネットワークサービスご利用時などに必票な数字4 
析の番号です。ご契約時に任意のま号を設定いただをます 
び、お客様ご自身で番号を変更でさます。 

パソコン向け総合サポートサイト 「My docomo」 の 
「docomolD/ パスワード」をお持ちの方は、パソコンか 
ら新しいネットワーク暗証番号への変更手続さびでさま 
す。なお d メニューからは、 d メニュー--「お客様サボー 
卜へ」一「各種お申込-お手続き」からお客様ご自身で変 
要びでをます。 

《 「My docomoj 「お客様サポート」については、 P79 
(アプリケーションの「取扱説明書」では、 r 付録」の 
「マナーをいっしょに携帯しましよラ」）をご覽くださ 
し、。 
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❖ PIN コード 


ド〕モ miniUlM 力ードには、円 N〕ー ドという暗証番号を 
設定できます。ご契約時は「0日00」に設定されています 
び、お客様ご自身でま号を変更でをます。 

PIN コードは、第兰窗こよる本端末の無断使用を防ぐた 
め、ドコモ miniUlM 力ードを取り付ける、または本端末の 
電源を入れるたびに使巧者を認識するために入力する4〜 
8おのま号（コード）です。 PIN コードを入力することに 
より、発着信および端末操作びでさます。 

• 別の端末で利用していたドコモ miniUlM 力ードを差し替 
えてお使いになる場合は、しソ前にお客様び設定された 
円 N コードをご利用<ださい。設定を変更されていない 
場合は「0000」とな0ます。 

•円 N コードの入力を3回連続して間違えると、 PIN コー 
ドび□ックされて使えなくなります。この場合は、 

「PIN □ック解除コード」で□ックを解除してください。 
ロックを賴除しないと新しい円 N コードは設定できませ 
ん /。 

• ド〕モ miniUlM 力ードび PIN □ックまたは PUK □ック 
された場合は、ドコモ miniUlM 力ードを巧りかすことで 
ホーム画面び表示されるよラにな0、 Wi-Fi 接続による 
通信び可能です。 





❖ pin ロック s 除コード （ PUK ) 


PIN □ック解除コードは、 PIN コードび□ックされた状態 
を解除するための8巧のま号です。なお 、 PIN □ック解除 
コードはお客様ご自身では変更でさません。 

• 円 N □ック解徐コードの入力を10回連続して間違える 
と、ドコモ miniUlM 力ードび□ックされます。その場合 
は、ドコモショップ窓□にお問い合わせください。 

• ドコモ miniUlM 力ードび PIN □ックまたは PUK □ック 
された場合は、ドコモ miniUlM 力ードを取り外すことで 
ホーム画面び表示されるよラにな0、 Wi - Fi 接続による 
通信び可能でず。 

❖ microSD パスワード 


microSD カードにバスワードを設定でさます。バスワー 
ドを設定した microSD 力ードを他の端末に取り付けて使 
用する場合は、その端末にパスワード認証をする必要びあ 
ります。ノてソコンやノでスワード設定機能のない端末などに 
取り付けた場合には、データの利用や初期化がでさませ 

• microSD 力ードによっては本磯能に対応していない場 
合びあります。 


♦ PIN コードの設定 

❖ SIM 力ード□ックの設定 

電源を入れたとをに円 N コードを入力するよラに設定しま 
す。 

I ホーム画面で胃^[本体設定]^[セキュリ 
ティ]一に IM 力ード□ック設赶 

9 [SIM 力ードを□ック] -^PIN コードを入力-^ 
にの 

✓お巧目せ 

•初めて PIN コードを入力する場合は、「0000」を入力し 
て < ださい。 

み PIN ロックのお除 

PIN コードが□ックされた場合は、□ックを解除してから 
新しい PIN コードを設定します。 

1 PUK コード欄に PIN □ック解除コードを入 

■力 

9 新しい PIN コード欄に新しい PIN コードを入 

ムヵ 

3 新しい PIN コード(確認)欄に新しい円1\1コー 
ドを入力^のの 
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♦指紋認証お能 


指紋認証機能は、指紋センサーに指をスライドして行う認 
証操作です。 

み指紋登綠 


指紋認記に使う指の指紋を登録します。 

• 指紋認証を利巧するには、2件 iU 上の指紋登録び必要で 
す。最大1日件登録でをます。 

1 ホーム画面で&-[本体設定]^[セキュリ 
ティ]^[指紋設定] 

-セキュ I 」テイ偶除方法び設定されている場合は、認 
証操作び必要です。また、セキュリティ解除方法び 
設定されていない場合でち、すでに指紋を登録して 
いるときは指紋認証の操作が必要です。 

〇 登録ずる指を選お^メッセージに従つて指 
紋センサーに指を押し当ててスライド 

- 2件目ち同様の操作で登録します。 

登録した指紋の削除： 削除ずる指を選巧一[はし、] 

• セキュ U テイ解除方法び、指紋認証に設定されてい 
るとさは、登録件数が2件の場合は削除でをません。 

3 [OK] 

み指紋認証の操作 


1 指紋認証画面び表示されたら、指紋センサー 
上を登録した指でスライド 
•正しく認証されない場合は、指を指紋センサーから 
離し、ちう一度認証操作を行ってください。 
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電話 


電話をかける 


1 アプリケーシヨンメニユーで[電話]一[ダイ 
ャル] 

• ホーム画面で、一[ダイヤル]をタップしても、電 
話をかけられ去す。 

2 電話番号を入力一田 

• 訂正する場合は@をタップします。 

3 通話び終了したら[終了] 


♦緊急巧巧 


本端末は、「緊急通報位置通知」に対応しております。 

110番、11日ま、11呂まなどの緊急通報をかけた場 
合、発信場所の情報（位置情報）び自動的に警察機関な 
どの緊急通報受理機関に通知されます。お客様の発信場 
所や電波の受信状況により、緊急通報受理機関び正猎な 
位置を確認でさないことびあります。位置情報を通知し 
た場合には、通報した緊急通報受理機関の名称び表示さ 
れます。 

なお、「184」を付加してダイヤルするなど、通話ごと 
に非通知とした場合は、位置情報と電話番号は通知され 
ませんび、緊急通報愛理機関び人命の保護などの事由か 
6、お夏であると判断した場合は、お客様の設定によ6 
ず、機関側び位置情報と電話番号を取得することびあり 
ます。 

また、「緊急通報位置通知」の導入地域/導入時期につ 
いては、各緊急通報受理機関の準備げ況により異なりま 
す。 

本端末から11日ま、119ま、118蚕通報の際は、携帯 
電話からかけていることと、警察-消防機関側か6確認 
などの電話をする場合びあるため、電話番号を伝え、日月 
確に現在姑を伝えてください。また、通報は途中で通話 
び切れないよラに移動せず通報し、通報後はすぐに電源 
を切らず、10分程度は着信のでさる巧態にしておいて 
<ださい。 

かけた地域により、管轄の消防署-警察置に接続されな 
い場合びあります。 
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1 アプリケーシヨンメニユーで[電話]一[ダイ 
ヤル]^緊急通報番号を入力 
警察への通報：110 
消防.救急への通報： 119 
海上での通報：118 

2H 

ン巧知らせ 

• 日本国巧ではドコモ miniUlM 力ードを取り付けていない 
場合、円 N コードの入力画面、円 N コード□ック .PUK 
ロック中には緊急通報11日き、119ま、118衝こ発信 
でをません。 

•ミ毎外で11日き、119番、11呂まを発信すると緊急呼通 
話中画面び表示される場合びありますび、通常発信され 
ています。 
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電話を受ける 


I 電話びかかってくる 

囚因：着信音、バイプレータの動作を止める 

2 [操作開始]^[通話] 

着信拒否： 腺作開始]一距否] 

クイックち信： [操作開始]一[巧否して SMS 送信] 
^メッセージを遷択 
応答な留： ロー [応答保留] 

ち言 メモ 録音： g 一 [ち言 メモ] 

3 通話び終了したら[終了] 

ンお巧目せ 

•録音した伝言メモを再生するには、アプ U ケーシヨンメ 
ニューで[電話][通話設定]一[伝言メモ] 
一[伝言メモリスト]一再生したい伝言メモを選択しま 
す。 







ほ話中の操作 


通話中画面では巧の操作ぴできます。 



度 


① 名前や電話き号、地域 

② 通話時間 

③ はっきりポイスの ON/OFF《l 

④ あわせるボイスの設定 

感 ゆっくりポイスの ON/OFF《 1 
( D はっきりボイス/ぴったりボイスの状態表示 
@別のホ目手に電話をかける《2 
( D 通話をお了 

( D ダイヤル入力のダイヤルパッドを表示*1 
プッシュ信号 （ DTMF 卜ーン）を送信します。 

⑩ 通話を一時保留※1 
⑩ マイクをオフ（消音） x’l 

自分の声び相手に聞こえないよラにします。 

⑩スピーカーフオンをオン 

相手の声をスピーカーから流して、ノ V ンズフ U —で通 
話します。 

《1もう一度タップするとタップ前の状態に戻ります。 
《2キャッチホンのご契約びぶ、雲です。 


♦通話音量 

• 通話中凹外は通話音量を調節ずることはでさません。 

] 通話中に囚因 



電話ち] 






。+ 

打〇]^アドレスを入力 

• Cc や Bcc を追加ずる場合は、巨一に C / 日 CC を 
追力日]をタップします。 


アプリケーションメニューで[メッセージ] 


2 打〇]^携帯電話番号を入力 

•直接入力する場合は、半角で入力してください。 


4 [件を]^件名を入力 


メール/ウェブブラウサ 


SP モー ドメール 


i モードのメールアドレス晦 docomo . ne . jp ) を和届し 
て、メールのち受信をしまず。 

絵文字、デコメール®の使巧び可能で、自動受信にを対応 
していまず。 

• SP モードメールの詳細については、 r ご利巧ガイドブッ 
ク （ SP モード編) J をご覧ください。 

I アプリ ケーシヨンメニューで [SP モードメー 
ル] 

な降は画面の指示に従って操作します。 


SMS 


携帯電話番号を宛巧にして、最大全角70义字（半角巧数 
字のみの場合は最大160义字）の文字メッセージを送受 
信しまず。 

♦ SMS を巧ぶして送信 


3 [メッセージを入力]-*^メッセージを入力-- 


E メール 


mopera U や一般のプ□パイダが提おずるメールアカウン 
卜を設定して、 E メールを和届しまず。 

♦ —般プ□バイダのメールアカウントの設 
定 

• あらかじめご利巧のサービスプロバイダから設をに必要 
な情報を入手して < ださい。 

1 アプリケーシヨンメニューで[メール] 

〇 [メールアドレス]ーメールアドレスを入力 
^[パスワード]^パスワードを入力^[;夕 
へ] 

LU 降は画面の指示に従って操作します。 

♦ E メールを作がして送信 

1 アブ U ケーシヨンメニューで[メール] 

•複数のメールアカウントびある場合は、画面上部の 
アカウントをタップして切り替えます。 
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5 [メールを作成しまず]^メッセージを入力 

• ファイルを添付ずる場合は、日‘[ファイルを添 
付]^ファイルを選択します。 

い 

♦ E メールの受信/表巧 


1 アブ IJ ケーシヨンメニューで[メール] 

•複数のゾールアカウントびある場合は、画面上部の 
アカウントをタップして切り替えます。 

[統合ビュー]をタップすると、すべてのメールア 
カウン h の E メールび混在した受信 h レイび表示さ 
れます。各メールアカウントは E メールのち側にあ 
るカラー J (一で区別されます。 

2 受信トレイを更新ずるにはこ 

3 E メー ルを選択 


Gmail 


Gmail は、 Google ①オンライン E メールサービス でず。 

本端末の Gmail を使巧して、 E メールの送受信が巧えま 
ず。 

♦ Gmail を開く 

1 アプリケーシヨンメニユーで！; Gmail ] 

受信トレイにメッセージスレツドの一質び表示されま 
す。 


♦ミ ♦ Gmail のま巧 


[件を]^件名を入力 

[メールを作成]-*^ メッセージを入力 

• 画儘や動画を添付ずる場合は、 g — [画像を添付] 
/ [動画を添付]-►画像や動画を選択します。 


1 受信トレイでこ 

本端末の Gmail と Web サイトの Gmail を同期させて、 
黃信トレイを更新します。 

♦ Gmail を巧巧して掛1 

1 アプリケーシヨンメニューで [ Gmail ] 

•複数のメールアカウントびある場合は、画面上部の 
アカウントをタップして切り替えます。 

2 。+ 

3 打〇]^アドレスを入力 

• Cc や巨 CC を追加する攝合は、与一に c / Bcc を 
追力日]をタップします。 


6 ^^ 


■ 
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緊急速巧 r エ U アメール J 


気象庁か!5配信される緊急地震速巧などを受信することぴ 
でさる サービス でず。 

• エ IJ アメールはお申し込み不要の無料サービスです。 

• 最大已〇件保をでをます。 

•電源び入っていない、機内モード中、国隱 □— S ング 
中、 PIN コード入力画面表示中などは受信でさません。 
また、本端末のメモリ容量び少ないときは受信に失敗す 
ることびあります。 

• 受信できなかったエリアメールを後で受信することはで 
さません。 

♦裝急速巧 r エリアメール J を受信したと 
をは 


エ U アメールを受信すると、専用ブヴー音または専用着信 
音び鳴り ステータスバーに 通知アイコンび表示され、内容 
表示画面び表示されます。 

• ブヴー音または着信音は最大音量で鳴動します。変更は 
でさません。 

•お買い上げ時は、マナーモード中でを鳴動します。鳴動 
しないように設定できます。 
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♦受信したエリア メールの 表示 


1 アプリケーシヨンメニューで[災害用キッ 

卜]^ [緊急速報^リアメール」]ーエリア 

メールを選択 

•初回起動時は「ご利用にあたって」を読み、[同意 
して利巧ずる]をタップします。 

♦緊急速 ffi r エリアメール J 設定 

1 アプリケーシヨンメニューで[災害用キッ 

■ 卜]^[緊急速報「エリアメール」]^巨一[設 

定] 

2 各項目を設定 

受信設定：エリアメールを受信するかを設定します。 

着信音：着信音の鳴動時間とマナーモード時の着信音 
の動作を設定します。 

受信画面および着信音確認：緊急地震速報、津波警 
報、災害•避難情報のエリアメールを受信したとを 
の受信画面と着信音を確認します。 

その他の設定：緊急地震速報、津波警報、災害-避難 
情報な外に受信するエ U アメールを新規登録/編集 
/削除します。 








ブラウザ 


ブラウザを利巧して、パソコンと同じように Web サイト 
を閲覧でをまず。 

本端末では、パケット通信または Wi - Fi による接続でブラ 
ウザを利巧できまず。 

♦ Web サイト表示中の画面操作 


■ Web ページを縦表示/横表示に切り替え 

本端末を縦または横に持ち替えて、織/横画面表示を切り 
督えます。 


■ Web ぺージの拡大/縮ル 

巧の方法で拡大/縮かします。 

ピンチアウト/ピンチイン：拖大/縮かします。 

ダスレタップ：拡大します。 

•拡大前の表示に戻す場合は、再度ダブルタップします。 
現在表示している Web ページのお縮率を、次に Web ペー 
ジを開いたとさに引継ぐことびでさます。 Web ページを 
拡大/縮ルした時などに表示されるアイコンをタップし 
て、引継ざの有効（を a ) /巧効（る a ) を切り替えま 
す。 

■画面のスク□—ル/パン 

画面を上下/左ちにスク□ールまたは全方向にパンして見 
たい部分を表示します。 


♦ ブラウザを起動して Web サイトを表示 


1 アプリケーシヨンメニューで[ブラウザ] 

ホームページ設定に設定しているホームページび表示 
されます。 

〇 画面を下にスライド^アドレスバーに1)円1_ 
A / キーワードを入力 

3 [ Go ]/ キーワードの候補を選択 

♦巧読み機能 

表示中の Web サイトのリンク巧ぺージを専用キトッシュ 
に読み込みます。 

あらかじめ読み込んでおくと、リンク先をタップした際、 
回線状況に関わらず素早くリンク先のページを表示するこ 
とびでさます。 

• U ンク先のページによっては、本機能び利用でさない場 
合びあ D まず。 

I Web サイトを表示中に画面を下にスライド 
-►画面上部の画]-^ [はい] 

先読み中はステータスバーに通知アイコンび表おされ 
ます。 

• [先読み]とタップしてち操作でさます。 

•先読み中に通知パネルを開いて[先読み中]をタッ 
プすると、先読みを中断します。 
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♦故障かな？と思った s 



•まず初めに、ソフトウェアを更新するお夏びあるかを 
チェックして、必要な場合にはソフトウェアを更新して 
ください。一 P 目4 

• 気になる症巧のチェック項目を蹈認してを症状び改善さ 
れないとさは、本書巻末の r 故障お問い合わせ先」また 
は、ドコモ指定の故障取扱窓□までお気軽にごホ目談< だ 
ごし、 

■ 電源-充電 

♦本端末の電源が入6ない 

-電池パックび正しく取り付け6れていますか。^ 
P 28 

-電池切れになっていませんか。 

♦巧電がでさない 

-電池パックび正しく取り付け6れていますか。-* 
P 28 

. アダプタの電源プラグやシガーライタープラグびコ 
ンセントまたはシガーライターソケットに正しく差 
し込まれていますか。 

-別売りの AC アダプタ04をご使用の場合、 AC アダ 
プタの microUSB プラグび本端末に正しく接続され 
ていますか。 - P 3 Q 

-付属の卓上ホルダを使用する場合、本端末の充電端 
テは巧れていませんか。巧れたとをは、端テ部分を 
乾いた綿棒などで拭いてください。 
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-別売りの PC 接続用 USB ケースレ T 01 をご使用の場 
合、パソコンの電源び入っていますか。 

-充電しなびら通話や通信、そのイ也機能の操作を長時 
間行ラと、本端末の温度び上昇してお知6せ LED 
(赤色）び消える場合びあ0ます。温度び高い状態で 
はま全のために充電を停止しているため、ご使巧を 
に本端末の温度び下びってから再度充電を行ってく 
ださい。 

■端末操作 

♦電源断-再起動が起さる 

電池パックの端テび巧れていると接軸び悪くなり、電 
源び切れることびあります。巧れたときは、電池パッ 
クの端子を乾レた綿棒などで巧いて<ださい。 

♦キーを押しても動作しない 

スリープモードになっていませんか。回または指紋セ 
ンサーを押して解除してください。 

♦電地の使用時間が短い 

-圏外の状態で長時間放置されるよラなことはありま 
せんか。圏外時は通信可能な状態にでさるよラ電波 
を探すため、よりをくの電力を消費しています。 

-電池パックの使用時間は、使用環境や劣化度により 
異なります。 

-電池パックは消耗品です。充電を繰り返すごとに、 

1回で使える時間び次第に短くなっていをます。十 
分に充電してち購入時に比べて使用時間び極端に短 
<なった場合は、指定の電おパックをお買い求めく 
ださい。 

• ドコモ miniUlM 力ードげ認識されない 

ドコモ miniUlM 力ードを正しい向きで挿入しています 
か。 - P 26 






♦操作中•巧電中に熱くなる 

操作中や充電中、充電しなび6電話やワンセグ視聴な 
どを長時間巧った場合などには、本端末や電池パック、 
アダプタび温かくなることびありますび、動作上問題 
ありませんので、そのままご使用ください。 

♦端末び熱<なり、電源が切れる 

複数のアプリケーションの起動、カメラの使巧やイン 
ターネット接続などを長時間行った場合など、本端末 
の温度び高い状態び続く場合は、充電や機能び停止し 
たり、画面の巧るさを調整したりすることびあります。 
また、やけどを防ぐため本端末の電源び切れることび 
あります。 

♦時計びずれる 

長い間、電源を入れた状態にしていると時計びずれる 
場合びあります。日付と時刻の[日付と時刻の自動設 
定]にチェックび付いていることを確認し、電波のよ 
い所で電源を入れ直してください。 


♦端末動作が不を定 

-ご購入後に端末へインストールしたアプ U ケーショ 
ンにより不安定になっている可能性びあります。 
セーフモード（ご購入時に近い状態で起動させる機 
能）で起動して症状び改善される場合には、インス 
トールしたアプ U ケーションをアンインス!-ールす 
ることで症状び改善される場合びあります。 

次の方法でセーフモードを起動してください。 
電源を切った状態で回を2秒な上巧し、 docomo の 
□3 表示び消えてから因を巧し続けて<ださい。 
セーフモードび起動されるとロック画面左下に 
[セーフモード]と表示されます。セーフモードを終 
了させるには、電源を入れ直してください。 
※事前に必要なデータをバックアップしてからセーフ 
モードをご利用ください。 

《お客様ご自身で作成されたウィジェットび消える場合 
びあります。 

※セーフモードは通常の起動状態ではありません。通常 
ご利用になる場合にはセーフモードを終了し、ご利用 
<ださい。 

-開発者向けオプションは開発専用に設計されている 
ため、設定すると端末や端末上のアプ U ケーシヨン 
び正常に動作しなくなる場合びあります。 
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■通話 

• & をタップしてち発信でさない 
機巧モードを設定していませんか。 

♦通話びでさない（場所を移動してち圍がの表ちが消え 
ない、電波のが態は悪<ないのに発信または着信がで 
さない） 

-ドコモ miniUlM カードを取り付け直してください。 
一 P 26 

-電池パックを取り付け直して<ださい。 - P 28 
-電源を入れ直してください。 -* P 31 
•電波の性質により圏外ではなく、電波状態アイコン 
び4本表示されている状態でち、発信や着信びでき 
ない場合びあります。場所を移動してかけ直してく 
ださい。 

. ネットワークモードの種類 （ LTE /3 G / GSM ) を 
変更していませんか。 

-電波の混み具合により、多くの人び集まる場所では 
電話やメールび混み合い、つなび0にくい場合びあ 
ります。その場合は[しばらくお待ちくださし' G と 
表示され、話中音び流れます。場所を移動するか、 
時間をずらしてかけ直してください。 
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♦エラーメッセージ 


参しば6<お待ちください 

•音声回線/パケット通信設備び故障、または音声回 
線ネットワーク/パケット通信ネットワークび非常 
に混み合っています。しば日くたってか6操作し直 
して < ださし)。 

-110番、11日番、118番には電話をかけることび 
できます。ただし、が況によりつなびらない場合び 
あ0ます。 

♦しばらくお待ちください（パケット） 

パケット通信設備び故障、またはパケット通信ネット 
ワークび非常に混み合っています。しばらくたってか 
6操作し直してください。 

♦指紋センサーが起動でさません。 

指紋センサーび正常に動作でをない場合に表示されま 
す。指紋センサーび利用できなくなった場合は、お近 
くのドコモショップなど窓□までお問い合わせくださ 
い。 

♦電池残量がありません。シャットダウンします。 

電池残量びありません。充電してください。 ^ P 30 
♦円 N コードが正しくありません。残り回数： X 回 
正しくない円 N コードを入力すると表示されます。正 
しい円 N コードを入力してください。 - P 49 
♦円 N コードを入力 

円 N コードを有効にしているとさに電源を入れると表 
示されます。正しい円 N コードを入力してください。 

一 P 49 

♦操作でさませんでした 

ドコモ miniUlM カードび PUK □ックされた状態で円 N 
n ック解除コードを入力すると表示されます。ドコモ 
ショップなど窓□にお問い合わせください。一 P 4 日 




♦ SIM カードび挿入されていません 

ドコモ miniUlM カードび正しく挿入されていない場合 
に表示されます。ドコモ miniUlM カードび正しく挿入 
されているか確認して<ださい。なお、ドコモ 
mhiUlM カードび正しく挿入されていない場合、日本 
国内では、票急通報（110番、11日番、118番）を 
含め電話発信でさません。 

♦ SIM card 異常 

この力ードは認識でをません。再起動します。ドコモ 
UIM 力ード （ FOMA カード）のを属部分のちれは再 
起動の原因となりまず。金属部分は定期的な清掃をお 
勧めしまず。清掃には乾いた綿椿を使用してくださ 
い。 

ドコモ miniUlM カードの金属部分び巧れている場合に 
表示されることびありますび故障ではありません。ド 
コモ miniUlM カードの金属部分は定期的に清掃してく 
ださい。 


スマートフオンあんしん遠隔ヴ 
ポート 


お客様の端末上の画面をドコモと共有ずることで、端末操 
作設定に関ずる操作ヴポート巧受けることびでさまず。 

• ドコモ miniUlM 力ード未挿入時、国際□-ミング中、機 
内モードなどではご利用でさません。 

• スマートフォンあんしん遠隔ヴポートはお申し込みび必 
要な有料サービスです。 

-一部サボート対象外の操作-設定びあります。 

• スマートフォンあんしん遠隔サポートの詳細について 
は、ドコモのホームぺージをご確認ください。 

I スマートフォン遠隔ヴポートセンター 
函0120 -783-3 巨0 
受付時間:午前9:00〜午後 8:00( 年中無休） 
へ電話 

9 アプリ ケーシヨンメニューで [遠隔 ヴポー 
卜] 

•初めてご利用される際には、「ソフトウェア徳用許 
詰書」に同意いただく必要びあります。 

3 ドコモからご案内ずる接続番号を入力 

4 接続後、遠隔サポートを開さ台 
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本端ホの初期化 


本端末をお質し、上げ時の状態に戻します。本端末にお客様 
びインストールしたアプリケーションや登録したデータ 
は、一部を除さずベて削除されまず。 

1 ホーム画面で胃-»[本体設定]^ユーザー設 
定の[その他…]一[バックアップとリセット] 
-[データのネ刃期化]^ [携帯端末をリセッ 
卜] 

• セキュ U ティ解除ちまび設定されているとをは、認 
証操作び必要です。 

2 [ずべて消去] 

I 」セットび完了してしばら<たつと、本端末が再起動 
します。 

•初期化中に電源を切ったり、電池パックを巧りかし 
たりしないで < ださい。 

ン巧知らせ 

-プライパシーモード中に端末の初期化を斤ラと、プライ 
バシーモード設定をしている microSD カード内のデータ 
は、アクセスできなくなります。 microSD カードを取り 
付けた状態でプライバシーモードを無効にしてか5、巧] 
期化を行って < ださい。 

-初期化後、タッチパネル操作び正しく動作しない場合な 
どは、電源を入れ直してください。 
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巧証と アフターサービス 


❖巧証について 


• 本端末をお買い上げいただくと、保証書び付いています 
ので、应ずお受け取り<ださい。記載内容および[販売 
店名-お買い上げ曰』などの記載事項をお確かめの上、 
大切に保管してください。お票事項び記載されていない 
場合は、すぐにお買い上げいただいた販売店へお申しつ 
けください。無料保証期間は、お買い上げ曰より1年間 
です。 

• この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品の全 
部または一部を変更することびありますので、あ6かじ 
めご了承 < ださい。 

• 本端末の故障-修理やその他お取り扱いによって電話帳 
などに登録された内容び変化-消失する場合びありま 
す。万び一に備え電話帳などの内容はご自身で控えをお 
取りくださるよラお願いします。 

《本端末は、電話帳などのデータを microSD 力ードに保 
存していただ < ことびでをます。 

※本端末はケータイデータお預かりサービス（お申し込み 
び必要なサービス）をご利用いただくことにより、電話 
帳などのデータをお預かりセンターにバックアップして 
いただくことびでさます。 








❖ア フターヴー ビスにごいて 


■ 調テび悪い場ちは 

修理を依頼される前に、本書の r 故障かな？と思ったら」 
をご覧になってお調べ<ださい （^ P 58)。 それでち調子 
びよ<ないとをは、本書巻末の「故障お問い合わせ先」に 
ご連絡の上、ご相談ください。 

■ お問い合わせの結果、修理が必要な場合 
ドコモ指定の故障取扱窓□にご持参いたださます。ただ 
し、故障取扱窓□の営業時間内の受付となります。また、 
ご来店時には必ず保証書をご持参ください。なお、故障の 
状態によっては修理に日数びかかる場合びございますの 
で' あ6かじめご了承<ださい。 


■ 保証期間内は 

• 保証書の規定に基づさ無料で修理を行います。 

• 故障修理を実施の際は、おず保証書をお持ちください。 
保証期間内であってち保証書の巧示びないちの、お客様 
のお取り扱い不良（液晶•コネクタなどの破損）による 
故障-損傷などは有料修理となります。 

• ドコモの指定な外の機器および消耗品の使用に起因する 
巧障は、な証期間内であっても有料修理となりまず。 

■次の場台は、修理でさないことがあります。 

• お預かり検査の結果、水濡れ、結露-汗などによる腐食 
び発見された場合や、内部の基板び破損•変形していた 
場合（か部接続端テ-ステレオイヤホン端子-液晶など 
の破損や匡体亀裂の場合においてち修理びでさない可能 
性びあります） 

《修理を実施でさる場合でち保証対象がになりますので有 
料修理とな D まず。 

■ な証期間が過ざたときは 

ご要望により有料修理いたします。 


■部品の保有期間は 

本端末の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部 
品）の最低保有期間は、製造打ち切り後6年間を基本とし 
ております。ただし、故障箇所によっては修理部品の不足 
などにより修理びでさない場合ちございますので、あらか 
じめご了承ください。また、保有期間び経過した後ち、故 
障箇所によっては修理可能なことびありますので、本書巻 
末の r 故障お問い合わせ巧」へお問い合わせください。 

■ お願い 

• 本端末および付属品の改造はおやめください。 

-火災-けび-故障の原因とな0ます。 

-改造び施された機器などの故障修理は、改造部分を元 
の状態に戻すことをご了承いただいた上でお受けいた 
します。ただし、改造の内容によっては故障修理をお 
断0する場合びあ0ます。 

• 次のよラな場合は改造とみなされる場合びあります。 

-液晶部や キー 部にシールなどを貼る 
-接着剤などにぶ D 本端末に装飾を施す 
-列•装などをドコモ純正品列■のちのに交換するなど 
• 改造び原因による巧障-損傷の場合は、保証期間内で 
あってち有料修理となります。 

• 本端末に貼付されている銘版シールは、はびさないで< 
ださい。銘版シールには、技術基準を満たす証日月書の役 
割びあり、銘版シールび故意にはびされたり、貼り替え 
られた場合など、銘版シールの内容び猎認でさないとさ 
は、技術基準適合の判断びできないため、故障修理をお 
受けでをない場合びありますのでご注意願います。 
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各種機能の設定などの情報は、本端末の故障-修理やそ 
の他お取り扱いによってクリア（リセット）される場合 
びあります。お手数をおかけしますび、その場合は再度 
設定してくださるようお願いいたします。 

修理を実施した場合には、故障箇所に関係な<、 Wi-Fi 
用の MAC アドレスおよび目 luetooth アドレスび変更さ 
れる場合びあります。 

本端末の受話□部やスピーカーなどに磁気を発生する部 
品を使巧しています。キャッシュカードなど、磁気の影 
響を受けやすいちのを近づけると力ードび使えなくなる 
ことびありますので、ご注意ください。 

本端末は防水性能を有しておりますび、本端末内部び濡 
れたり湿気を帯びてしまった場合は、すぐに電源を切っ 
て電池パックをがし、お早めに故障取扱窓□へご来店く 
ださい。ただし本端末の巧態によって修理でをないこと 
びあります。 


U U 

メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウン□一 
ド情報などについて 

本端末を機種変更や故障修理をする際に、お客様び作 
成されたデータまたはが部か6取り込まれたデータあ 
るいはダウン□—ドされたデータなどび変化、消失な 
どする場合びあります。これらについて当社は一切の 
責任を負いません。また、当社の都合によりお客様の 
端末を代替品と交換することにより修理に代えさせて 
いただく場合びありますび、その際にはこれらのデー 
夕などは一部を除き交換後の製品に移し曾えることは 
でさません。 

D - Q 
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F -02 E のソフトウェア更新が必要かをネットワークに接続 
して確認し、必要に応じて更新ファイルをダウンロードし 
て、ソフトウェアを夏新ずる機能でず。 

ソフトウ ェア 夏新び必要な場合には、ドコモのホームぺ一 
ジでご案内いたします。 

✓お知らせ 

• ソフトウェア更新は、本端末に登録した電話帳、カメラ 
画像、メール、ダウンロードデータなどのデータを残し 
たまま行えますび、お客様の端末の状態（な障、破損、 

水濡れなど）によってはデータの保護びでさない場合び 
あります。必要なデータはバックアップを取っていただ 
くことをおすすめします。ただし、ダウン□ードデータ 
などバックアップび取れないデータびありますので、あ 
らかじめご了承:ください。 









♦ご巧用にあたって 


ソフトウェア更新中は電池パックをがさないでくださ 
い。更新に失敗することびあります。 

ソフトウェア更新を斤う際は、電池をフル巧電しておい 
てください。更新時は巧電ケーブルを接続することをお 
すすめします。 

次の場合はソフトウェアを更新できません。 

-通話中 

-圏外び表示されているとさ^ 

-国隙□一 S ング中& 

•機内モード中^ 

- 0 S バージョンアップ中 
-曰付と時刻を正し<設定していないとを 
-ソフ h ウェア更新に必要な電池残量びないとさ 
-ソフトウ: L ア更新に必要なメモ U 空を容量びないとを 
※圏が、国際□—ミング中は、 Wi-Fi 接続中であってを 
更新でさません。 

ソフトウェア更新（ダウン□—ド、書き換え）には時間 
びかかる場合びあります。 

ソフトウェア更新中は、電話の発信、着信、各種通信機 
能およびその他の機能を利巧でをません。ただし、ダウ 
ン□ー ド中は電話の着信は可能です。 

ソフトウてア更新は電波巧態のよい所で、移動せずに実 
施することをおすすめします。電波状態び悪い場合に 
は、ソフトウェア更新を中断することびあります。 
ソフトウェア更新び不票な場合は、[更新の必要はあり 
ません。このままお使い< ださい]と表示されます。 
国際 □— S ング中、または圏がにいるとさは[ドコモの 
電波び受信できない場所、または□一5ング中は Wi-Fi 
接続中であってもダウンロードを開始でをません]また 
は[ドコモの電波び受信できない場所、または □— S ン 
グ中は Wi - 円接続中であってを書換え処理を開始できま 
せん]と表示されます。 Wi - 円接続中ち同様です。 


• ソフトウェア更新中に送信されてさた SMS は、 SMS セ 
ンターに保管されます。 

• ソフトウェア更新の隙、お客様の F -02 E 固有の情報（機 
種や製造番号など）び、当社のソフトウェア更新用サー 
バーに送信されます。当社は送信された情報を、ソフト 
ウェア更新しソかの目的には利用いたしません。 

• ソフトウェア更新に失敗した場合に、端末び起動しなく 
なることや、〔ソフトウェア更新に失敗しました。]と表 
おされ、一切の操 fF びできなくなることびあります。そ 
の場合には、大変お手数ですびドコモ指定の故障取扱窓 
□までお越しいたださますよラお願いいたします。 

•円 N コードび設定されているとさは、書さ換え処理後の 
再起動の途中で円 N コード入力画面び表示され 、 PIN 
コードを入力するお票びあります。 

• ソフトウェア更新中は、他のアプ IJ ケーシヨンを起動し 
ないで < ださい。 

♦ソフトウェアの即時更巧 


1 ホーム画面で^一[本体設定]一[端末情報] 
^[ソフトウ1ア更納^原新を開始ずる] 
[はい] 

•ソフトウェア更新の必要びないときには、屈新の 
必要はありません。このままお使いください]と表 
おされます。 

2 [ソフトウェア更新を開始しまず。他のソフ 
卜はご利用にならないでください]と表示さ 
れ、約10秒後に自動的に書さ換え開始 

•更新中は、ずべてのボタン操作び無効となり、更新 
を中止することびでさません。 

•ソフトウェア更新び完了すると、自動的に再起動び 
行われ、ホーム画面び表示されます。 
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携帯電話煤の比吸収率 ( SAR ) 


この機種 F -02 E の携帯電話機は、国び定めた電波の人体 
吸収に関する技術基準および電波防護の国際ガイドライン 
に適合しています。 

この携帯電話機は、国び定めた電波の人体吸収に関する技 
術基準’ XI な6びに、これと同等な国隙ガイドラインび推 
奨する電液防護の許容値を遵守するよラ設計されていま 
す。この国際ガイドラインは世界保健機関 （ WHO ) と協 
力関係にある国際非電離放射線防護委員会（に MRP ) び 
定めたをのであり、その許容値は使用ちの年齢や健康状況 
に関係な<十分な安全率を含んでいます。 

国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許容イ直 
を人体頭部に吸収される電波の平均エネルギー量を表す比 
吸収率 (SAR : Specific Absorption Rate ) で定めてお 
り、携帯電話機に対する SAR の許容値は2.0 W / kg です。 
この携帯電話機の側頭部における SAR の最大値は 
日. 364 W / kg です。個々の製品によって SAR に多少の差 
異び生じることをありますび、いずれを許容値を満足して 
います。 

携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の 
送信電力になるよラ設計されているため、実際に通話して 
いる状態では、通常 SAR はよりルさい値となります。一 
般的には、基地局からの距離び近いほど、携帯電話機の出 
力はルさくなります。 

この携帯電話機は、側頭部ががの位置でち使用可能です。 
NTT ドコモ推奨のキヤリングケース等のアクセサリを巧 
いて携帯電話機を身体に装着して使用することで、この携 
帯電話機は電波防護の国際ガイドラインを満足します* 2 。 
NTT ドコモ推奨のキヤリングケース等のアクセサリをご 
使用にならない場合には、身体から1.已センチ切上の距離 
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に携帯電話機を固定でさ、金属部分の含まれていない製品 
をご使用ください。 

世巧保幢機関は、『携帯電話び潜在的な健康 U スクをちた 
らすかどうかを評価するために、これまで20年が上にわ 
たって多数の研究び行われてさました。今日まで、携帯電 
話使用によって生じるとされる、いかなる健康影響ち確立 
されていません。』と表明しています。 

さらに詳しい情報をお知りになりたい場合には世界イ呆健機 
関のホームべージをご参照ください。 
http :// www . who . int / docstore / peh - emf / 
publications / facts _ press / factJapanese.htm 
SAR について、さらに詳しい情報をお知りになりたい方 
は、次のホームページをご参照ください。 

総務省の ホー ムぺ ージ 

http :// www . tele . soumu . 呂 o . jp / j / sys / ele / index.htm 
一般社団法人電波産業をのホームページ 
http :// www , arib - emf , org / index 02 .html 
ドコモのホームぺージ 

http://www.nttdocomo.co.jp/Droduct/sar/ 

富±通のホームページ 

http://www.fmworld.net/product/phone/sar/ 

《1技術基準については、電波法関連省ち（無線設備規 
則第14条の 2) で規定されています。 

《2携帯電話機本体を側頭部しソがでご使用になる場合の 
SAR の測定法については、平成22年3月に国際規格 
( IEC 日220日- 2) び制定されました。国の技術基準 
については、平成23年10月に、諮問第118号に関 
して情報通信審議会情報通信技術分科会より一部答 
申されています。 





♦ Declaration of Conformity 


b ~D 

The product T-02E" is declared to conform with 
the essential requirements of European Union 
Directive 1999/ 已 /EC Radio and 
Telecommunications Terminal Equipment 
Directive 3.1(a), 3.1(b) and 3.2. The 
Declaration of Conformity can be found on 
htt 日 :// www.fmworld.net/product / 日 hone/doc/. 

n n 

This mobile phone complies with the EU 
requirements for exposure to radio waves. 

Your mobile phone is a radio transceiver, designed 
and manufactured not to exceed the SAR* * limits 
for exposure to radio-frequency(RF) energy, which 
SAR* value, when tested for compliance against 
the standard was 0 . 已 73W/k 呂 for HEAD. While 
there may be differences between the SAR* levels 
of various phones and at various positions, they al l 
meet the EU requirements for RF exposur e. 


The exposure standard for mobile phones 
employs a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate, or SAR. 

The SAR limit for mobile phones used by the 
public is 2.0 watts/kilogram (W/Kg) averaged 
over ten 呂 rams of tissue, recommended by The 
Council of the European Union. The limit 
incorporates a substantial margin of safety to 
give additional protection for the public and to 
account for any variations in measurements. 


が — Tests for SAR have been conducted using 
standard operation positions with the phone 
transmittin 呂 at its highest certified power level 
in all tested frequency bands. Although the 
SAR is determined at the highest certified 
power level, the actual SAR level of the phone 
while operating can be well below the maximum 
value. This is because the phone is desi 呂 ned to 
operate at multiple power levels so as to use 
only the power required to reach the network. In 
general, the closer you are to a base station 
antenna, the lower the power output. 

• Federal Communications 
Commission ( FCC ) Notice 

• This device complies with part 1 已 of the FCC 
rules. 

Operation is subject to the following two 
conditions : 

① this device may not cause harmful 
interference, and 

② this device must accept any interference 
received, including interference that may 
cause undesired operation. 

• Changes or modifications made in or to the radio 
phone, not expressly approved by the 
manufacturer, will void the user’s authority to 
operate the equipment, 

• The device complies with 1 已 .2 日己 of the FCC 
Rules, 
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♦ FCC RF Exposure Information 

This model phone meets the U.S. Government's 
requirements for exposure to radio waves. 

This model phone contains a radio transmitter and 
receiver. This model phone is designed and 
manufactured not to exceed the emission limits for 
exposure to radio frequency (RF) energy as set by 
the FCC of the U.S. Government. These limits are 
part of comprehensive guidelines and establish 
permitted levels of RF energy for the general 
population. The guidelines are based on standards 
that were developed by independent scientific 
organizations through periodic and thorough 
evaluation of scientific studies. 

The exposure standard for wireless mobile phones 
employs a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate (SAR). The SAR limit set 
by the FCC is 1,6 W/k 邑 . Tests for SAR are 
conducted using standard operating positions as 
accepted by the FCC with the phone transmitting 
at its highest certified power level in all tested 
frequency bands. Although the SAR is determined 
at the highest certified power level, the actual SAR 
level of the phone while operating can be well below 
the maximum value. This is because the 口 hone is 
designed to operate at multiple power levels so as 
to use only the power required to reach the network. 
In general, the closer you are to a wireless base 
station antenna, the lower the power output level of 
the phone. 

Before a phone model is available for sale to the 
public, it must be tested and certified to prove to 
the FCC that it does not exceed the limit 
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established by the U.S. government-adopted 
requirement for safe exposure. The tests are 
performed on position and locations (for example, 
at the ear and worn on the body) as required by FCC 
for each model. The highest SAR value for this 
model phone as reported to the FCC, when tested 
for use at the ear, is 0.473 W/k 居 , and when worn on 
the body, is 0.7 已已 W/k 旨 . （ Body-worn 
measurements differ among phone models, 
depending upon available accessories and FCC 
requirements). 

While there may be differences between the SAR 
levels of various phones and at various positions, 
they all meet the U.S. government requirements. 
The FCC has granted an Equipment Authorization 
for this model phone with all reported SAR levels 
evaluated as in compliance with the FCC RF 
exposure guidelines. SAR information on this model 
phone is on file with the FCC and can be found 
under the Equipment Authorization Search section 
at http;//www.fcc.gov/oet/ea/fccid/ ( 口 lease 
search on FCC ID VQK-F02E). 

For body worn operation, this phone has been 
tested and meets the FCC RF exposure guidelines. 
Please use an accessory designated for this 
product or an accessory which contains no metal 
and which positions the handset a minimum of 1.5 
cm from the body. 

《 In the United States, the SAR limit for wireless 
mobile phones used by the general public is 1.6 
Watts/kg (W/k 邑 )， averaged over one 旨 ram of 
tissue, SAR values may vary depending upon 




national reporting requirements and the network 
band. 

This equipment has been tested and found to 
comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to 日 art 1 已 of the FCC Rules. 

These limits are desi 呂 ned to provide reasonable 
protection against harmful interference in a 
residential installation. This equipment generates, 
uses and can radiate radio frequency energy and, if 
not installed and used in accordance with the 
instructions, may cause harmful interference to 
radio communications. However, there is no 
guarantee that interference will not occur in a 
particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference 
to radio or television reception, which can be 
determined by turning the equipment off and on, 
the user is encouraged to try to correct the 
interference by one or more of the following 

m 巨 asur 巨 s こ 

- Reorient or relocate the receiving antenna. 

- Increase the separation between the equipment 

and 「白 c 巨 iv 巨 r. 

- Connect the equipment into an outlet on a 
circuit different from that to which the receiver 
is connected. 

- Consult the dealer or an experienced radio/TV 
technician for help. 


♦ Important Safety Information 


AIRCRAFT 

Switch off your wteless device when boarding an 
aircraft or whenever you are instructed to do so by 
airline staff. If your device offers flight mode or 
similar feature consult airline staff as to whether it 
can be used on board. 

DRIVING 

Full attention should be 呂 iven to driving at all times 
and local laws and regulations restricting the use 
of wireless devices while driving must be observed. 

HOSPITALS 

Mobile phones should be switched off wherever you 
are requested to do so in hospitals, clinics or health 
care facilities. These requests are designed to 
prevent possible interference with sensitive 
medical equipment. 

PETROL STATIONS 

Obey all posted signs with respect to the use of 
wireless devices or other radio equipment in 
locations with flammable material and chemicals. 
Switch off your wteless device whenever you are 
instructed to do so by authorized staff. 
INTERFERENCE 

Care must be taken when using the phone in close 
proximity to personal medical devices, such as 
pacemakers and hearing aids. 
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Pacemakers 

Pacemaker manufacturers recommend that a 
minimum separation of 15 cm be maintained 
between a mobile phone and a pace maker to avoid 
potential interference with the pacemaker . To 
achieve this use the phone on the opposite ear to 
your pacemaker and does not carry it in a breast 
pocket . 

Hearing Aids 

Some digital wireless phones may interfere with 
some hearing aids . In the event of such 
interference , you may want to consult your hearing 
aid manufacturer to discuss alternatives . 

For other Medical Devices : 

Please consult your physician and the device 
manufacturer to determine if operation of your 
phone may interfere with the operation of your 
medical device . 

Warning 

This device have been tested to comply with the 
Sound Pressure Level requirement laid down in the 
applicable EN 已0332 -1 and/or EN 已0332 -2 
standards . Permanent hearing loss may occur if 
earphones or headphones are used at high volume 
for prolonged periods of time . 

〈Prevention of Hearing Loss 〉 

Warning statement requirement under EN 60950- 
1; A 12. 



Warning : To prevent possible hearing damage , do 
not listen to high volume levels for long periods . 
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輸出管理規制 


本製品及び付属品は、日本輸出管理規制（「外国為替なび 
外国貿易法」及びその関連法令）の適用を受ける場合があ 
りまず。また米国再輸出規制 （ Ex 口〇け Administration 
Regulations ) の適巧を受けまず。本數品及び付属品を輸 
出及び再輸出ずる場合は、お客様の責任及び費用負担にお 
いて必要となる手続ををお取りください。詳しい手続をに 
ついては経済産業省または米国商務省へお問ちせくださ 
い。 


巧的財産権 


♦夏作権•肖像権 


お客様び本製品を利巧して撮影またはインターネット上の 
ホームページからのダウン□—ドなどにより取得した文 
章、画像、音楽、ソフトウェアなど第兰ちび营作権を有す 
るコンテンツは、私的使用目的の複製や引用など著作権法 
上認められた場合を除き、营作権ちに無断で複製、改変、 
公衆送信などはでさません。 

実演や興行、展示物などには、私的使用目的であってち撮 
影または録音を制限している場合びありますのでごを意く 
ださい。 

また、お客様び本製品を利巧して本人の同意なしに他人の 
肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本人の同意なし 
にインターネット上のホームページに掲載するなどして不 
特定を数に公開することは、肖像権を侵害する恐れびあり 
ますのでお控えください。 








♦商標 


本書に記載されている会社名や商品名は、各社の商標また 

は登録商標です。 

•「FOMA」「i モード」 n アプリ」 「i モーシヨン」「デ 
コメール®」「おまかせ□ック」 「mopera」「mopera 
U」「i チャネル」 r おサイフケータイ」「公共モード」 
「エリアメール」 「sp モード」 rxi」rxi/ ク□ッシィ」 「d 
メニュ ー 」 「d マーケット」 re トリセツ」「ケータイデー 
夕お預かりサービス」および rxij □ゴ 「sp モード」 
□コ i は NTT ドコモの商標または登録商標です。 

• 「キャッチホン」は日本電信電話株式会社の登録商標で 
す。 

• McAfee® 、 マカフィー ® は米国法人 McAfee, Inc. また 
はその関係会社の米国またはその他の国における登録商 
標です。 

• □ヴィ、 Rovi、G ガイド、 G-GUIDE、G ガイド喊邮 

モバイル、 G-GUIDE MOBILE、 および G ガイ ゴ™ 

ド関連口づは、米国 Rovi CorDoration および/または 
その関連会社の日本国内における商標または登録商標で 
す。 

• 本製品は、株式会社 ACCESS の NetFront Browser、 
NetFront Document Viewer を搭載しています。 
ACCESS、ACCESS □コ、 NetFront は、日本国、米 
国、およびその他の国における株式会社 ACCESS の登 
録商標または商標です。 


Copyright© 2013 
ACCESS CO., LTD. All 
rights reserved. 


AC 结 SS NetFront 



Station 


•「ATOK」 は株式会社ジャストシステムの登 
録商標です。 「AT0K」 は、株式会社ジャス 
トシステムの善 fF 物であり、その他権利は株 
式を社ジャストシステムおよび各権利ちに掃 
属します。 

• ぷはフェ U カネットワークス株式会社の登録商標です。 

• Fel に a は、ソニー株式会社の登録商標です。 

• QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

• Copyright© 2013 DigiOn, Inc, All rights nf 0 f 

reserved. oixTm 

デジオン、 DigiOn、DiXiM は、株式会社デジオンの登 
録商標です。 

• StationMobile® は株式 
会社ピクセラの登録商標 
でず。 

• TouchSense® Technology and 
MOTIV™ Integrator Licensed 
from Immersion Corporation 
and protected under one or 
more of the following United States Patents; 

己白 44392, 595961 3, 日〇呂801 7, 61041己呂， 
6147674, 6275213, 6278439, 6300936, 
6424333, 64243已日，6429呂4日，7091948, 
7154470, 7168042, 7191191,72091 17. 

721扫31 0. 736911己，7已92999, 7623114, 
7639232, 76己63呂呂，770143百，776己333, 
77791 66. 78214白3, 7969288 and additional 
patents pending. 

■ Twitter および Twitter □ゴは Twitter. Inc. の商標また 
は登録商標です。 

• microSDHC □二 L microSDXC □コ■は 
SD-3C, LLC の商標です。 


動 bile 


准 i 


immersion 


nr 攫 m 製 

EB ゾ c 
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Microsoft ®、 Windows®、Windows Media ぁ、 
Windows Vista ®、 PowerPoint ® は、米国 Microsoft 
Cor 日 oration の米国およびその他の国における商標また 
は登録商標です。 

Microsoft Excel . Microsoft Word は、米国の 
Microsoft Cor 日 oration の商品名称です。本書では 
Excel 、 Word のように表記している場合びあります。 
本書では各日 S (日本語版）を次のよラに略して表記し 
ています。 

-Windows 7は、 Microsoft ® Windows ® 7 
( Starter、Home Basic、Home Premium 、 
Professional 、 Enter 日 rise 、 Ultimate ) の略です。 

- Windows Vista は 、 Windows Vista ® (Home 
Basic、Home Premium 、 Business 、 Enterprise 、 
Ultimate ) の略です。 

- Windows XP は、 Microsoft ® Windows ® XP 
Professional operating system または Microsoft ® 
Windows ® XP Home Edition operating system の 
略です。 

Google および Google □ユ Android および Android 
□コ、白 00 旨 le Play および白 00 旨 le Play □コ、 Gmail 、 
Google Latitude および Google Latitude □ユ 
YouTube および YouTube □ゴ、 Goo 呂 le マップ、 

Goo 邑 le マッ プナピおよび Google マップ ナビ □ I )’、 
Google 卜ークおよび Google 卜ーク□コ’、 Google □— 
カルおよび Goo 吕 le □—カル□!]■、白 00 吕 le 音声検索、 
Google + および Goo 呂 le + □コ、 Picasa、Google 
Chrome および Google Chrome □ユ Google Play 
ブックスは、 Google , Inc . の商標または登録商標です。 
Bluetooth ③ smart ready とその□コ■マークは、 
Bluetooth SIG . INC の登録商標で、株式会社 NTT ドコ 
モはライセンスを受けて使用しています。その他の商標 
および名称はそれぞれの所有ちに帰属します。 
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• aptX は CSR pic . の商標です。 

• rmilockj は才ーセンテック株式会社の登録商標です。 

• ドルビーラボラトリースか6の実施権に基づき製造され 
ています。 Dolby 、 ドルビー及びダブル D 記号はドル 
ビーラボラト iJ — スの商標です。 

•「 UD 新丸ゴ」は、株式会社モリサワより提おを受けてお 
り、フォントデータの著作権は同社に帰属します。 

• Wi - Fi ®、 Wi-Fi Alliance ® WMM ® Wi-Fi iffUp.T 
□コ’および Wi - 円 CERTI 円 ED □コ■は Wi-Fi 

Alliance の登録商標です。 なの…の 

• Wi-Fi CERTIFIED ™、 WPA ™、 WPA 2™、 Wi-Fi 
Protected Setu 日™および Wi-Fi DirectT " は Wi-Fi 
Alliance の商標です。 

• A 曰 SS ™ は株式会社/て ッファ □-の商標です。 み1。） 

• DLNA ®、 DLNA □ゴおよび DLNA 巳 ERTI 円 ED ™ は、 


Digital Living Network Alliance の商標です。 
DLNA ®, the DLN 冉 Logo and DLNA CERTIFIED ™ 
are trademarks , service marks , or certification 


marks of the Digital Living Network Alliance , 

本機の DLNA 認証は富 ± 通株式会社び取得しました。 

‘ OBEX ™ は 、 Infrared Data Association ® の | 
商標です。 

• MHL および MHLU 3 は、 

MHL , LLC の商標または登 
録商標です。 

I 「モバキャス」は、株式会社ジャパン•モバイルキャス 
ティングの登録商標です。 

•「 NOTTV 」 及び 「 NOTTV 」 □ゴは、株式会社 mmbi の 


が MH 


レ/こ 0 

I 

Association 

I し 


商標または登録商標です。 

「 DEMONS ’ SCORE 」 は、株式会社スクウェア•エ 
ニックスの登録商標です。 




• NVIDIA 、 NVIDIA の□ゴ、 Tegra および Tegra Zone 
は、米国およびその他の国における NVIDIA 
Cor 日 oration の商標または登録商標です。 

• その他、本書に記載されている会社名や商品名は、各社 
の商標または登録商標でず。 

♦その他 


• 本製品の一部分に 、 Independent JPEG Grou 日び開発 
したモジュールび含まれています。 

• Fel に a は、ソニー株式会社び開発した非接触に力ード 
の技術ち式です。 

• 本製品は、 MPEG -4 Visual Patent Portfolio 
License に基づきライセンスされており、お客様び個人 
的かつ非営利目的において政下に記載する場合において 
のみ使用することび認められています。 

- MPEG -4 Visual の規格に準拠する動画や i モーショ 
ン（攻下、 MPEG -4 Video ) を記録する場合 
•個人的かつ営利活動に従事していない消費ちによって 
記録された MPEG -4 Video を再生する場合 
- MPEG 丄 A よりライセンスを受けた提供ちにより提供 
された MPEG -4 Video を再生する場合 
プ□モーション、社内用、営利目的などその他の用途 
に使用する場合には、米国法人 MPEG LA , LLC にお問 
し)合わせください。 


本製品は、 AVC ポートフオリオライセンスに基づき、 
お客様び個人的に、且つ非商業的な使巧のためにり） 
AVC 規格準拠のビデオ（政下 「 AVC ビデオ」と記載し 
ます）を符号化するライセンス、および/または （ ii ) 
AVC ビデオ（個人的で、且つ商業的活動に従事してい 
ないお客様により符号化された AVC ビデオ、および/ 
または AVC ビデオを巧供することについてライセンス 
許諾されているビデオプ□バイダーか6入手した AVC 
ビデオに限ります）を復号するライセンスび許諾されて 
おります。その他の使用については、黙示的にを一切の 
ライセンス許諾びされておりません。さ6に詳しい情報 
については 、 MPEG LA , LLC . か6入手できる可能性び 
あ D まず。 

http ;// www . mpegla.com をご参照ください。 

本製品は、 VC -1 Pat 飢 t Portfolio Lie 飢 se に基づき、 
お客様び個人的に、且つ非商業的な使用のためにの 
VC-1 規格準拠のビデオ似下 rvc-1 ビデオ」と記載 
します）を符号化するライセンス、および/または （ ii ) 
VC -1 ビデオ（個人的で、且つ商業的活動に従事してい 
ないお客様によ0符号化された VC -1 ビデオ、および/ 
または VC -1 ビデオを提供することについてライセンス 
許諾されているビデオプ□バイダーか6入手した VC -1 
ビデオに限ります）を復号するライセンスび許諾されて 
おります。その他の使用については、黙示的にち一切の 
ライセンス許諾びされておりません。さ6に詳しい情報 
については 、 MPEG LA , LLC . か6入手できる可能性び 
ありまず。 

htt 口:// www . mpegla.com をご参照ください。 
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お買い上げ時、端末本体メモ IJ には!;!下の辞書コンテン 
ツびインストールされています。なお、[内蔵版]と記 
載のある辞書コンテンツは、本端末か6ダウン□—ドサ 
イトにアクセスするか、お手持ちのパソコンか 6 PC 専 
巧ダウンロードサイトにアクセスすることで、正式版を 
ダウン□—ドすることびでさます。 

本端末でダウンロードする場合、通信環境によっては膨 
大なパケット通信び発生しますので、バケット定額ヴー 
ビスのご利巧を強 < おすすめします。 

お手持ちのバソコンを使ってダウン□—ドした場合に 
は、 microSD 力ードへコピーし、本端末に取り付けて 
<ださい。 

浩波書店〉 

広辞苑第六版 DVD - ROM 版[内蔵版](新村出編） 
〈研究社〉 

IJ - ダース英和辞巧第2版[内蔵版](松田徳一郎編） 
新和英中辞典第已版 (Martin Collick、David 
P . Dutcher 、 田辺宗一、金テ稔編） 

〈大修館書店〉 

新漢語林 MX (鎌田正、米山寅太郎著） 

みんなで国語辞典②あふれる新語（北原な雄編善/ 
「ちっと明鏡」委員会編集） 

KY 式日本語（北原保旌編普/「ちっと明鏡」委員会編 
集） 

問題な曰本語（化原保雄編（化原保雄、ル林賢次、砂リ II 
有里テ、鳥飼ミ告二、矢澤真人執筆)） 

築地魚河岸ことばの話（生田與克、冨岡一成著） 

裁判おもしろことば学（大巧原眞美普） 

〈自由国民社> 

現代巧語の基礎知識2012年版（自由国民社編） 
〈小学館〉 

家庭医学館（総編集柳下徳雄/服部光男/岡島重孝/ 
ル学館-家庭医学館編集委員会） 
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〈角リ I 学芸出版〉 

ち J II 類語新辞巧（大野晋、お西正人善） 

に省堂〉 

デイ U 一日中英.中日英辞典（池田巧監修/兰省堂編修 
所編） 

デイリー曰霞英-韓曰英辞巧（福井玲-尹亭仁監修/兰 
省堂編修所編） 

デイ IJ 一曰独英•独曰英辞典じ度辺学監修/兰省堂編修 
所編） 


デイリー曰仏英•仏曰英辞巧（村お定巧監修/王省堂編 


修所編) 


デイリー曰伊英•伊日英辞巧（藤村昌昭監修/兰省堂編 
修所編） 

デイリー曰西英•西曰英辞巧（上田博人、アントニオ- 
ルイス- ティノコ監修/兰省堂編修所編） 

デイ U —日中英3か国語会話お巧[内蔵版](池田巧- 
胡興智監修/兰省堂編修所編） 

デイ U — 曰霞英3か国語会話巧巧[内蔵版](尹亭仁監 
修省堂編修所編） 

デイリー曰独英3か国語会話巧巧[内蔵版](渡辺学監 
修/兰省堂編修所編） 

デイ U — 曰仏英3か国語会話お巧[内蔵版](村松定ま 
監修/兰省堂編修所編） 

デイ U — 日伊英3か国語会話お巧〔内蔵版](藤村昌昭 
監修/兰省堂編修所編） 

デイ IJ — 曰西英3か国語会話巧巧[内蔵版](山村ひろ 
み監修/兰省堂編修所編） 



♦オープンソースソフトウェア 


本製品には 、 Apache License V 2.0に基づきライセン 
スされるソフトウェアに当社び必要な改変を施して使巧 
しております。 

本製品には 、 GNU General Public License ( GPL )、 
GNU Lesser General Public License ( LGPL )、 そ 
の他のライセンスに基づく才ープンソースソフトウェア 
び含まれています。 

当該ソフトウェアのライセンスに関する詳細は、ホーム 
函面で^^ [本体設定]^ [端末情報]^ [法的情 
報]^ [オープンソースライセンス]をご参照くださ 
い。 

オーフンソースライセンスに基づき当社び公開するソフ 
トウェアのソースコードは、下記サイトで公開していま 
す。詳細は下記サイトをご参照ください。 
htt 日:// spf . fmworld . net / fujitsu / c / develop / sp / 
android / 


SIM □ック解除 


本端末は SIM □ック稱除に巧なしていまず。 SIM □ックを 
解除ずると他社の SIM 力ードを使用ずることができまず。 

• SIM □ック解除は、ドコモショップで受付をしておりま 
す。 

• 別途 SIM □ック解除手数料びかかります。 

• 他社の SIM カードをご使巧になる場合、 LTE 方式ではご 
利巧になれません。また、ご利巧になれるサービス、機 
能などび制限されます。当社では、一切の動作な証はい 
たしませんので、あらかじめご了承<ださい。 

• SIM □ック解除に関する詳細については、ドコモのホー 
ムページをご確認ください。 


付録/索引 lb 






画面のカスタマイス . 

キーポード 

切0替え . 

手書さキーボード ........ 

テンキーキーボード ..... 

表示/非表示 . 

QWERTY キーボード.. 
緊急速報「エリアメール」 
ケータイ入力 . 


アクセスポイント . 

アフターヴービス . 

アプリケーシヨンメニユー 
エリアメール . 


ステータスパー . 

スマートフオンあんしん遠隔ヴポート 
ソフトウ I ア更新 . 


夕行 


卓上ホルダ F 3 已 . 

タッチパネル . 

通知アイコン . 

テザ U ング . 

電源 ON/OFF. 

電池 

化 品 

電池パ ックの取り付け/取りがし 
電話 

受ける . 

かける . 

緊急通報 . 

迪 bA 音重 . 

ドコモ miniUlM 力ード . 

暗証ま号 . 

取り付け/取りかし . 


ブラウザ . 

画面の操作 . 

先読み . 

Web サイトの表示 

フリック入力 . 

ホーム画面 . 


ナ巧 


ナビゲーシヨンバーのキー . 42 


八巧 


ジェスチャー入力... 

指紋認証 . 

登録/削除 . 

認証操作 . 

充電 . 

初期化 . 

初期設定 . 

スク U — ンシヨット 
ステータスアイコン 

76 付録/索引 


サ行 


力巧 


索引 


4 已43已4巨已 
4 33333已3 


62巨6 
364已 


214 B 01301 08 2113586 
466 B 33443 32 己已已已242 


7777已4 
已己已己3斗 


600002巨33 
3已已已3曰334 


























































保証 


,62 


巧数ぎ • 記号 


無線とネットワーク . 

メール . 

义字入 * . 

キーボード . 

輸出管理規制 .. 

リセット . 

■ 

APN. 

E メール . 

Gmail. 

microSD 力ード . 

取0付け/取り外し.. 
mopera U 
アクセスポイント ..... 

PIN つード . 

SAR. 

SIM □ック解除 . 

SMS. 

SP モ ー K. 

SP モードメール . 

US 巳テザリング . 

Wi-Fi. 

Wi-Fi テザリング . 


1 6433 
3已33 


一 巨4已巨7 88 巨已474181 
3己已22 34巨7已3已434 
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ご契約巧容の確認.変更、各種サービスのお申込、 

ち種資料請ホをオンライン上で承っておりまず。 

SP モードか6 d メニユーづ「お客様ヴポートへ」 

与 r 各種お申込•お手続を」 

(バケット通信料無料） 

バソコンか5 My docomo 

( http :// www . mydocomo . com /) 
づ各種お申込-お手続き 

※日 P モードか5ご利用になる場合、 r ネットワーク暗記番号」 
び必要とな0ます。 

《SP モードからご利巧になる際は、一部有料となる場合びあ 
D ます。 

※バソコンからご利用になる場合、 「docomo の/バスワー 
ド」び必要となります。 

※「ネットワ—ク暗証き号」および 「docomo ID/ パスワード」 
をお持ちでない方 • お忘れの方は、本書巻末の「総合お問い 
合わせ先」にご相談ください。 

※ご契約内容によってはご和用になれない場合びあります。 

※システムメンテナンスなどにより、ご和用になれない場合 
びあ D ます。 



こんな場合は必ず電源を切りましよラ 
■使巧禁止の場所にいる場合 

航空機巧、病院巧では、必ず端末の電源を切って< 
ださい。 

《医用電気機器を使用しているちびいるのは病棟内 
だけではあ D ません。□ビーや待合室などでを、 
必ず電源を切ってください。 

■満員電車の中など、植込み型む臓ペースメーカ 
および植込み型除細動器を装着した方が近くに 
いる可龍性がある場合 

植込み型む臓ペース;>< 一力および植込み型除細動器 
に悪影響を与える恐れびあります。 

こんな場合は公其モードに設定しましよラ 

■運転中の場合 

運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則のが 
象となります。 

ただし、傷病者の救護または公共の安全の維持な 
ど、やむを得ない場合を除さます。 

■劇場-映画館-美術館など公共の場所にいる場 

么 

静かにするべき公共の場所で端末を使用ずると、周 
囲の方への迷惑にな0ます。 


79 





使用ずる場所や声-着信音の大ささにミち意しま 
し J ; ラ 

■レストランやホテルの□ビーなどの静かな墙巧 
で端末を使用ずる場合は、声の大きさなどに気 
をつけましよラ。 

■街の中では、通行の妨げにならない場所で使巧 
しボし よつ。 

プライバシーに配慮しましよう 

A カメラ付さ携帯電話を利用して撮影や画像送 f 言 
I を行う際は、プライバシーなどにご配慮くださ 
；い。 


80 


こんな機能が公共のマナーを守ります 
かかってさた電話に応答しない設定や、端末から鳴 
る音を消す設定など、便利な機能びあります。 

♦公共モード（ドライブモード/電源 OFF ) 
電話をかけてきた巧手に、運転中もしくは携帯電 
話の利用を控えなければならない場所にいる旨の 
ガイダンス、または電源を切る必要びある場所に 
いる旨のガイダンスび流れ、自動的に電話を終了 
します。 

♦バイブレーション 

電話びかかってきたことを、振動でお知らせしま 
す。 

♦マナーモード 

着信音や操作音など端ホから鳴る音を消すことび 
でさます。 

音の種類ごとに音量とバイプレーションを設定す 
ることちでさます。 

※ただし、シャッター音は消せません。 

そのほかにち、留守番電話サービス、転送でんわ 
サービスなどのオプションサービスが利用でさま 
す。 

D - q 


(?) 

い：** 


ご不要になった巧帯電話などは、自社-他 
社製品を問わず回収をしていますので、お 
近くのドコモショップへお持ちくださし、。 
。※回収対象：携帯電話、 PHS 、 電池パック、 
充電器、卓上ホルダ（自社-他社製品を問わ 


ず回収) 


この印刷物は U サイクルに配慮されて製本されています。 
不要となった際は、回収、 U サイクルに出しましょう。 








巧巧でのが失、を難、精算などについて I 巧巧での巧暗について 

がコモインフオメーシヨンセンター〉に4時間受巧） B 〈ネットワークオペレーシヨンセンター>(24時間受巧) 


♦ドコモの携帯電話か S の場合 


参ドコモの携帯電話か e の場舍 


浦在国の国際電話 
アクセス番号 


-81-3-6832-6600*( 無料) 


お在国の国際電話 
アクセス番号 


-8 1 -3- S 7 1 S - 1414*(無料) 


♦- 般蛋話などで石、けた場さには、日本向け通話料びか占、ります。 * -嚴電話などでかけた場合には、日本向け通話料がかかりまず。 


&F-0 吕 E からご利用の場台は、+81 -3-6832-6 己00でつなぴ D まず※ F-02E からご利用の場合は、+81 -3-6718-141 4でつなびります 
(「+」は「0」を□ングタッチします)。 （r+j は「0」をロングタッチします)。 


♦一般電話などか6の場合〈ユニバーサルナンパー> 


ユニパーサルナンパー用 
国際識別番号 


-8000120-0151 


*满在国內通話料などびかかる場合があ D まず。 

&主要国の国際電話アクセス番号/ユニ/ (ーサルナン:/ f 一用国際識別番号 
については、ドコモの「国廣ヴービスホームページ」をご篇< ださい。 


♦—般電話などか6の場合 <ユニイヴルナン/ > 


ュニパーサルナンバー用 
国際識別番号 


-8005931-8600* 


*滿在国内通話料など力 S かわ、る場合があります。 


※主要国の国際電話アクセスま号/ユニパ~ヴルナンパー田国際識別ま号 
については、ドコモの「国隐サービスホームページ」をご窝< ださい。 


•おた•を巧などにちわれた5、速やかに利用や曲を続さをお巧0< ださい。 

♦お客樣び廣乂をれた端ホに巧盾が巧をした場台は、ご帰国をにドコモ指定の巧居巧の窓 □へ ご持参 < ださい。 













辕合お問い合わせ巧 
<ドコモインフオメーシヨンセンター> 


巧障お巧い合わせ巧 


■ ドコモの携帯電話か6の場合 

凸（局番なしの) 1已1 ( 無料) 

※一般電話などからはご利用になれません。 


■ ドコモの携帯電話か5の場合 

凸（局まなしの） 113 ( 無料) 

※一般電話などからはご利用になれません。 


■一艘電話などか6の場合 

函 oiso-soo-oao 

※一部の IP 電話ひらは接続できない塌合がありまず。 

受付時間午前日： 00〜午を8 : 00 (年中無休) 


■一般電話などか6の場舍 

函〇 1 S 0- S 00-000 

※一部の IP 電話からは接続できなし、場合びあ日まず。 

受付時間24時間（年中無休） 


♦番号をよくご確認の上、お間違いのないよラにおかけください。 

♦各種手続さ、故障•アフターヴービスについては、上記お問い合わせ先にご連絡いただくか、ドコモホームページにてお近く 
のドコモショップなどにお問い合わせください。 

ド〕 モホームぺージ htt 日:// www . nttdocomo . co.j 日/ 



マナーもいつしよに携帯しましよう。 

〇公共の場所で携帯電話をご利用の原は、周囲の方へのむくばりを忘れずに。 
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